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昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
（
保
母
、
保
健
婦
）
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
中
級
（
保
母
）
保
母

資
格
を
有
す
る
人
（
昭
和
五
十
五
年

三
月
末
日
ま
で
に
保
母
資
格
取
得
見

込
み
の
人
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十

年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
　
②

上
級
（
保
健
婦
）
保
健
婦
資
格
を
有

す
る
人
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
末
日

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）
で
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
以

降
に
生
れ
た
人

採
用
予
定
人
員
　
い
ず
れ
も
若
干
名

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
（
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文
）

②
第
二
次
試
験
第
一
次
試
験
の
合

格
者
に
対
し
、
口
述
試
験
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
日
困

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
四
年
十

一
月
下
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
十
日

町
市
役
所
で
す
。

受
験
手
続
　
①
申
込
み
書
類
等
　
市

役
所
総
務
課
へ
、
つ
ぎ
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申

込
み
書
（
用
紙
は
総
務
課
で
）
　
回

保
母
ま
た
は
保
健
婦
資
格
証
明
書

（
取
得
見
込
み
の
人
は
資
格
取
得
見
込

証
明
書
）
　
ω
卒
業
学
校
の
成
績
証

明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人
は
、
卒
業

見
込
証
明
書
と
前
年
の
成
績
証
明
書
）

②
申
込
み
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四

年
十
月
十
五
日
～
十
月
二
十
九
日
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
十
月
二
十
九
日

の
消
印
の
も
の
は
有
効
と
し
ま
す
．
）

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

総
務
課
（
雪
七
⊥
二
一
一
番
内
線

二
三
三
・
二
三
四
）
　
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
こ
の
他
の
職

員
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　
＋
山
険
ぎ
　
2
9
　
　
で

制
も
峯
危
つ
　
員
　
　
ま

規
纐
駄
禁
淀
　
塒

通
腸
か
す
矧
丸
ス
　
下
前

交
縢
論
鵠
遅

の
国
芝
で
発
て
及
　
伽
時

ン
晶
行
燗
雛
止
灘

イ
ン
ー
7
通
イ
び
自
禁
下
午

ラ
轟
磐
諾
瓢
止

イ
ィ
と
8
力
制
型
の
（
禁

為
物
顯
大
⇔
魏

ス
沼
の
ま
め
交
格
除
般
両

刀
口
魚
で
台
た
り
規
を
一
車

．
・
’
在
ま
望
の
お
の
下
　
の

魚
現
峠
展
止
と
両
以
度
間

　
　
　
二
頂
防
の
車
人
速
夜

時イ驚⑦～老後に
　　　　　　ゆとりを～

突
然
の
事
故
で
”
両
手

の
指
切
断
”
…
…
療
疾

す
る
と
障
害
年
金
が

　
前
回
お
話
し
し
た
母
子

年
金
と
な
ら
ん
で
“
い
主

生
き
て
い
る
”
あ
な
た
へ

の
保
障
に
障
害
年
金
か
あ

．
灘
画

　　　下水道工事現場の
　　　　危険防止にご協力を
　現在、下水道工事第1期計画区域内の20ヵ所
で、下水道管の布設工事が開始され、終末処理

場の建設工事も着工しました。

　工事現場は危険です。通行の場合には十分ご
注意ください。

　特に終末処理場は、広い面積を深く堀さくし

ており、常に重機械が動いていて非常に危険で

す。建設現場には絶対に立ち入らないようご協
力をお願いします。

　
自
衛
官
募
集
中

　
防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
海
空
士
及

び
各
種
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
．

十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
未
満
の
男
子

で
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市
・
市
民

課
（
3
七
圭
二
］
一
一
番
内
線
二
二

〇
）
ま
た
は
自
衛
隊
長
岡
出
張
所
（
密

〇
二
五
八
－
三
二
下
〇
二
圧
六
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
。
災
害
は
い
つ
や
q
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
．
．
家
の
大
黒
柱
ど
し
て
働

い
て
い
て
も
、
病
気
や
思
わ
ぬ
ケ
ガ

で
一
生
働
け
な
い
体
に
な
り
た
ら
…

　
市
内
に
住
む
A
さ
ん
は
、
腕
の
い

い
大
工
だ
っ
た
が
、
こ
と
し
の
瓦
月
、

機
械
の
ち
ょ
っ
と
し
た
操
作
ミ
ろ
、
～

両
手
の
指
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ

た
。
A
さ
ん
は
救
急
車
で
病
院
に
運

ば
れ
手
術
を
受
け
た
が
指
は
、
兀
に
は

も
ど
ら
な
か
っ
た
．
一
級
の
身
体
障

害
者
で
あ
る
．
む
ろ
ん
、
一
人
親
方

の
A
さ
ん
に
と
っ
て
手
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
い
こ
と
は
、
致
命
的
で
あ

る
。
小
さ
な
工
場
も
閉
鎖
せ
ざ
る
を

　
な
お
、
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の

採
用
試
験
は
、
十
月
四
日
困
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

●
待
遇
　
初
任
給
八
万
五
千
八
百
円

（
衣
、
食
、
住
　
無
料
）

　
電
波
障
書
一
掃
運
動

　
新
潟
県
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
電
波
障

害
一
掃
運
動
の
モ
ヂ
ル
地
区
！
．
し
て

ト
日
町
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
．

得
な
か
っ
た
。
収
入
も
な
い
の
｛
＼

A
夫
人
は
．
ハ
ー
ト
で
勤
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
勤
め
先
で
、
傷
害
年

金
が
お
り
る
こ
と
を
知
り
、
市
民
課

国
民
年
金
係
を
訪
れ
た
。
A
さ
ん
は

家
内
工
業
の
経
営
者
だ
か
ら
、
国
民

年
金
は
“
強
制
加
人
”
の
グ
ル
ー
。
フ
。

幸
い
、
国
民
年
金
制
度
が
で
き
た
．
』

卜
六
年
か
ら
の
加
入
者
だ
．
保
険
料

の
滞
納
も
な
い
、
障
害
年
金
の
一
級

に
該
当
す
る
の
で
、
直
ち
に
年
金
か

お
り
る
こ
と
に
な
っ
た
．
、
A
さ
ん
が

貰
え
る
障
害
年
金
は
、
年
丘
卜
九
万

七
千
五
百
円
で
あ
る
。
A
さ
ん
夫
婦

も
よ
う
や
く
生
活
の
メ
ド
が
た
つ
よ

　
つ
ぎ
の
要
項
で
相
談
所
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の

電
波
障
害
で
お
困
り
の
か
た
は
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日

　
　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

相
談
所
設
置
場
所
　
東
北
電
力
十
目

町
営
業
所
前
（
本
町
．
．
丁
目
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

悲伽秋
ニ
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而
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●
今
月
の
納
税
・

う
に
な
っ
た

　
障
害
年
金
は
保
険
料
完
納
が
カ
ギ

　
障
害
年
金
が
も
ら
え
る
条
件
は
、

■
国
民
年
金
に
加
入
し
て
か
ら
一
年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
■
初
診
日

の
一
年
前
の
保
険
料
が
｛
元
全
に
納
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
、
一
条
件
が
な
け

れ
ば
ダ
メ
。
た
と
え
、
何
「
年
も
保

険
料
を
納
め
て
い
て
も
、
初
診
の
前

に
滞
納
が
あ
る
と
障
害
年
金
は
一
切

も
ら
え
な
い
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
は
、
地
域

の
納
付
組
織
か
口
座
振
替
方
式
（
市

中
銀
行
か
農
協
に
申
込
用
紙
が
あ
り

ま
す
）
が
便
利
で
す

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
レ
日
町
．
団

二
万
八
千
九
百
六
円
　
▼
根
津
智
子

（
本
町
六
の
三
）
千
二
百
十
円
　
▼

春
川
（
新
座
第
一
）
五
千
円
　
▼
富

井
喜
雄
（
土
市
）
圧
千
円
　
▼
福
崎

秀
雄
（
田
麦
）
一
万
円
（
香
典
返
し
）

　
　
　
　
　
　
　
、
・

づ
ヒ
が
2
　
品

O
市
総
合
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。

自
然
公
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
民

参
加
の
市
政
を
新
重
点
に
し
た
構
想

で
す
．
市
民
参
加
の
市
政
を
進
め
て

ゆ
く
た
め
に
、
市
民
と
市
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
広
報
、
広
聴
活
動
の
重
み

を
痛
感
し
て
い
ま
す
．
巾
広
い
、
こ
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

明
さ
ん
（
八
・
九
P
）
、
鈴
木
蘭
さ
ん

（
十
・
卜
］
P
）
に
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
表
紙
は
青
年
学
級
の

内
藤
礼
子
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
．

O
今
月
号
は
広
報
協
力
員
の
庭
野
泰
勢

。
市
町
村
民
税

国
民
健
康
保
険
料
第
四
期
．

．
納
期
限
は
十
月
三
十
一

日
（
離
繍
璽
繍
倣
龍
露
窮
い
手
）
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1成人病予防のために健康は

運動＋栄養＋休養の調和から

●
現
代
人
は
運
動
不
足

　
機
械
文
明
が
発
達
し
て
、
便
利
な

世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
．
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
現
代
人
は
運
動
不
足
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
楽
な
生

活
様
式
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ

か
ら
抜
け
出
す
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
運
動
が
成
人
病
も
防
ぐ

　
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
血
液

の
循
環
を
う
な
が
し
、
老
化
し
て
い

る
血
管
を
若
返
ら
せ
ま
す
。
か
ら
だ

を
動
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
こ
と
は
、
血
液
中
の
脂
肪
分
を
減

ら
す
上
に
有
効
で
す
。

　
必
ず
し
も
筋
肉
労
働
や
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

か
ら
、
毎
日
何
ら
か
の
形
で
か
ら
だ

を
動
か
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が

か
ら
だ
の
老
化
を
防
ぎ
、
成
人
病
か

ら
身
を
守
る
道
な
の
で
す
．

…
運
動
で
百
カ
ロ
リ
ー
を

　
　
　
　
　
　
消
費
す
る
に
は

　
欝
聴
講
識
糞
麟

ご
は
ん
　
茶
わ
ん
六
分
目

食
パ
ン
　
一
切
れ
の
半
分
強

う
ど
ん
　
三
分
の
一
杯

卵
　
　
　
一
個
半

ビ
ー
ル
小
び
ん
一
本

酒
　
　
　
五
勺

り
ん
ご
　
二
個

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　
半
枚

蕪
醗
翻
騨

歩
行
　
　
二
十
～
三
十
分

インフルエンザ予防接種（川治地区公民館で）

現在実施している予防接種

速
歩
　
　
十
五
～
二
十
分

か
け
足
　
七
～
十
五
分

登
山
　
　
十
～
二
十
分

水
泳
　
　
七
～
十
七
分

な
わ
と
び
　
五
～
十
分

野
球
　
　
十
七
～
四
十
分

ス
キ
ー
　
十
～
三
十
分

座
っ
て
の
仕
事

　
　
　
　
六
十
～
九
十
分

●
食
べ
た
分
だ
け
運
動
を

　
で
き
る
こ
と
な
ら
、
た
く
さ
ん
食

べ
て
た
く
さ
ん
動
き
ま
わ
る
よ
う
な

生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
．
こ
の

ほ
う
が
活
動
的
な
毎
日
に
な
り
ま
す

し
、
人
生
も
積
極
的
で
活
気
に
溢
れ

た
も
の
に
な
り
、
よ
り
健
康
的
で
す
．

十
一
月
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
糖
尿
病
週
間

　
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
は

糖
尿
病
週
間
で
す
．

　
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
い
で
い
た
り
、
適
切
な
治
療

を
怠
っ
て
い
て
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

腎
臓
病
等
を
併
発
し
て
死
亡
す
る
ー

と
い
う
不
幸
な
結
果
を
招
く
例
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
年
々
患
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、
最
近
の
目
だ
っ
た
傾
向

と
し
て
は
、
子
供
に
ま
で
そ
の
影
響

が
及
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　
糖
尿
病
は
、
遺
伝
と
の
関
係
が
深

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

肥
満
や
ス
ト
レ
ス
、
と
く
に
食
事
と

運
動
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
原
因
の
↓

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、
こ
の
病
気

は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
中
年
以
降
の

み
な
さ
ん
は
、
定
期
的
な
検
査
を
進

ん
で
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
の
一
般
的
な
症
状

囹
体
重
が
変
化
し
、
と
く
に
や
せ
る
。

中
年
後
に
発
病
す
る
糖
尿
病
で
は
初

期
に
肥
満
す
る
こ
と
も
あ
る
。

種　　　　類 対　　象　　者

小児まひ生ワクチン投与 生後3月から48月に至る期間に2回

ツベルクリン反応検査

　　　　　及びBCG

4歳に達するまでと小学校1年中学
校2年のときそれぞれ1回ツベルク
リン反応検査を行い、陰性の場合、’

BCGを接種する

三種混合（百日咳・ジフ
テリァ・破傷風）

1期：生後3月から生後48月に至る
期間の人で約1月間隔で3回接種
2期：1期完了後12月から18月の期
間に1回接種

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

3期：12歳に達する日の属する年度
　（小学6年生）に1回接種

日　本　脳　炎

3歳かr）15歳まで　生後はじめて受
けるときは1～2週間おいて2回、
翌年もう1回受けて基礎免疫を作り
ます。それ以後3～4年に1回追加
接種を受ければ免疫は続いています

インフルエンザ 3歳か‘）15歳まで

麻　疹（はしか）
生後12月から生後72月に至る期問
（十日町市では2歳児、5歳児の未
患児を対象に実施）

風　　　　　　　　　疹 中学2・3年生の女子で未患者

各種検診等
種　　　　類 対　　象　　者

胃　集　団　検　診 満35歳以上の人で希望者
子　宮　が　ん　検　診 満30歳以上の人で希望者

献　　　　　　　　　血
満16歳以上65歳未満の健康な人。体庫
が男子45旬、女子40㎏以上の人。前回
の採血か‘）1ヵ月以上経過している人

住民検診（胸部レントゲ
ン・成人病検診）

15歳以上の人全員（ただし学校や会
仕等で毎年健康診断を受けている人
を除く）

乳　幼　児　検　診 4カ月児検診、1歳6ヵ月児検診、3歳児検診

囹
の
ど
や
口
が
乾
き
、
水
や
お
茶
を

が
ぶ
飲
み
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
に

夜
中
に
数
回
目
を
さ
ま
し
、
水
を
飲

ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
．
、

囹
尿
が
多
く
出
て
回
数
も
増
す
．
夜

中
で
も
た
び
た
び
起
き
て
排
尿
す
る
。

囹
皮
膚
が
か
ゆ
い
．
化
膿
し
や
す
く

な
る
。

囹
全
身
が
だ
る
く
元
気
が
な
く
な
る
。

疲
れ
や
す
い
。
勤
労
意
欲
が
減
退
す

る
。囹
食
欲
が
異
常
に
た
か
ま
り
、
い
く

ら
た
べ
て
も
た
り
な
い
感
じ
が
す
る
。

と
く
に
甘
い
も
の
が
ほ
し
く
な
る
．

一般健康相談

区
　
分

対
　
　
象

備
考

育
　
児

学
　
級

四
ヵ
月
児
検
診

に
併
せ
て
実
施

毎
　
月

育教生

離
乳
食

指
導
会

希
　
望
　
　
者

随
　
時

，
衛

婚
　
前

学
　
級

希
　
望
　
　
者

随
　
時

談相康健

母
　
性

妊
娠
届
時

窓
口
相
談
毎
　
日

乳
幼
児

希
　
望
　
　
者

隔
　
月

成
人
病

必
要
者
に
通
知

す
る
（
自
発
的
来
訪
者
も
含

隔
　
月

精
　
神

衛
　
生

自
発
的
来
所
者

毎
　
月
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四
十
歳
か
ら
の
心
の
健
康
を
考
え
よ
う

心
の
健
康
を
考
え
る
住
民
会
議
開
催

　
四
十
歳
は
、
・
て
ろ
・
〆
、
ろ
高
年
期
に

足
を
踏
み
人
れ
る
時
期
κ
，
＼
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
様
々
な
変
化
が
起

き
や
す
い
時
期
に
な
り
て
き
ま
す
．

　
新
潟
県
精
神
衛
生
協
会
魚
沼
支
部

で
は
、
去
る
十
月
三
十
日
に
四
十
歳

か
ら
の
心
の
健
康
を
考
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
「
第
三
回
心
の
健
康
を
考

え
る
住
民
会
議
」
を
市
役
所
大
会
議

室
で
開
催
．
魚
沼
の
二
市
十
四
町
村

あ
わ
せ
て
百
卜
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
県
立
小
出
病
院
精
神
神

経
科
医
長
本
田
建
一
先
生
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
四
十
代
か
ら
圧
卜
代

に
か
け
て
は
、
健
康
に
対
す
る
感
心

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
自
分
の
体
に

不
安
が
起
こ
っ
て
く
る
、
主
た
周
囲

の
環
境
も
、
子
供
が
成
長
し
て
結
婚
、

独
立
す
る
と
か
、
仕
事
の
面
で
配
置

転
換
、
日
珪
進
等
、
κ
十
歳
後
半
に
は

停
年
退
職
が
待
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

精
神
的
な
問
題
が
起
き
や
す
い
。

に
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
い
　
で

触
越
路
町
催
懲
穿
降
害
巻
戴
黒
．

講演する

　
こ
の
時
期
の
精
神
病
（
う
つ
病
、

心
気
症
、
強
迫
神
経
症
、
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
等
）
に
つ
い
イ
＼
実
際
に
あ

っ
た
例
を
ひ
い
て
症
状
と
治
療
方
法

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
四
人
の
か
た
が
提
言
者

に
な
り
、
公
開
討
論
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
卜
代
は
、
社
会
の
中
堅
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
生
活
も
安
定
し
て
き
ま
す

が
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、

老
化
現
象
も
現
れ
ま
す
．
体
の
健

康
に
注
意
し
な
が
ら
、
心
の
健
康
に

も
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
．
、

§
嚢
葬
茶
斎
斎
美
菱
斎
斎
藁
炎
斎
交
支
斎
柔
美
美
莱
美
菱
交
交
蚤
美
支
莱
美
莱
藁
藁
支
蚤
藁
X
X
支
美
美
藁
藁
蚤
炎

　　　　健康づくり教室を開催
　市保健課では、住民び）健康づくりび）ため、ド条地区の

かたがたを対象に貧血予防と血液び）知識をテーマに健康

づくり教室を開催します。

日時　11月16日（金〉午後7時～9時半

会場　ド条地区公民館

講師　山口誠士先生、県血液センター課長

　　下条地区で献血アンケート
　下条献血推進協力会（会長小島松 三郎）では、8月に

地区ぐるみの献血を行いましたが、それに先だって献血

に・）いてのアンケートを実施し、こび）ほどそび）集計をま

とめました。

　それによると、約半分び）かたが何らかの形で血液を提

供したことがあり、献血手帳を持っているかたが28％い

ること。また献血をした動機としては、①家族や友人で

献血を必要としたから32（1る②献血は必要と思うから22％③

将来自分が献血を受ける時に備えて19％等となっていま

す。

家族・友人等のた　　血液をとられるの
め血液を提供した　　はこわいような感
ことがありますか　　じがしますか

こわし

27％

1
0
，

日イ

　
ノ
　

気
㌍
　
α

平

あ

　る

46％

な

い

54％

献血手帳をお持
ちですか

奮
　な72％
　い　　　　　ノ

　
君
知
事
の
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
構
想
に

基
づ
く
中
越
地
区
ミ
ニ
コ
・
二
ー
が
、

越
路
町
大
字
不
動
沢
ミ
ノ
ワ
地
内
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
身
障
と
精
薄
の
二
つ
の
施

設
を
同
一
敷
地
内
に
建
設
し
、
就
労

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
必
要
な
訓

練
を
行
っ
て
施
設
内
で
自
活
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

家
建
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
身
体

障
害
者
療
護
施
設
（
管
理
棟
、
居
住

作
業
棟
、
定
員
五
十
名
）
が
三
千
百

万
円
で
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
精

神
薄
弱
者
更
生
施
設
（
居
住
棟
、
定

　　　　　蚤　－

i擁…鰹

員
五
十
名
）
が
二
千
四
百
万
円
で
建

設
さ
れ
ま
す
が
、
十
日
町
市
は
身
障

施
設
の
み
に
関
係
し
て
い
ま
す
．

善
意
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
施
設
は
、
国
県
の
費
用
で
建

設
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
「
中
越
福

祉
会
」
で
運
営
さ
れ
ま
す
が
、
運
営

の
た
め
の
基
金
や
施
設
備
品
等
は
法

人
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
中
越
地
区
三
十
七
市

町
村
で
協
議
の
結
果
、
各
市
町
村
民

の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
る
善
意
の
募
金
で
お
願
い
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
既
に
八
月
に
は
各

ミ
識
コ
慶
二
餐

　
　
　
　
撫
懇
図
、

聡劉

　
O

　
O
O

　
O
6

のo
譜

d
㊦

果樹園

葦

蝋競

盗
欝
・

鱗
，

　
瞭

市
町
村
で
募
金
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ

ん
を
通
じ
て
十
二
月
に
お
願
い
す
る

予
定
で
す
。
何
分
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
構
想
と
は

　
今
ま
で
の
コ
・
二
1
は
、
規
模
が

大
き
く
収
容
人
員
も
多
か
っ
た
た
め
、

遠
く
か
ら
入
所
す
る
人
も
多
く
、
と

か
く
家
族
か
ら
遊
離
し
が
ち
で
あ
っ

た
も
の
を
、
県
下
一
円
に
小
型
の
コ

・
二
1
を
造
り
、
地
城
や
家
族
と
親

睦
感
の
得
ら
れ
る
施
設
に
し
て
行
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
県
ド
に
は
、
既
に
堀
之
内
町
に
建

設
さ
れ
た
六
花
園
を
含
め
四
ヵ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
十
三
ヵ
所
程
度
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

藤
盤
毒
．
騰

韓
馨
舞
蝿
削
　
’
　
難
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1成人病予防のために健康は

運動＋栄養＋休養の調和から

●
現
代
人
は
運
動
不
足

　
機
械
文
明
が
発
達
し
て
、
便
利
な

世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
．
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
現
代
人
は
運
動
不
足
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
楽
な
生

活
様
式
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ

か
ら
抜
け
出
す
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
運
動
が
成
人
病
も
防
ぐ

　
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
血
液

の
循
環
を
う
な
が
し
、
老
化
し
て
い

る
血
管
を
若
返
ら
せ
ま
す
。
か
ら
だ

を
動
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
こ
と
は
、
血
液
中
の
脂
肪
分
を
減

ら
す
上
に
有
効
で
す
。

　
必
ず
し
も
筋
肉
労
働
や
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

か
ら
、
毎
日
何
ら
か
の
形
で
か
ら
だ

を
動
か
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が

か
ら
だ
の
老
化
を
防
ぎ
、
成
人
病
か

ら
身
を
守
る
道
な
の
で
す
．

…
運
動
で
百
カ
ロ
リ
ー
を

　
　
　
　
　
　
消
費
す
る
に
は

　
欝
聴
講
識
糞
麟

ご
は
ん
　
茶
わ
ん
六
分
目

食
パ
ン
　
一
切
れ
の
半
分
強

う
ど
ん
　
三
分
の
一
杯

卵
　
　
　
一
個
半

ビ
ー
ル
小
び
ん
一
本

酒
　
　
　
五
勺

り
ん
ご
　
二
個

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　
半
枚

蕪
醗
翻
騨

歩
行
　
　
二
十
～
三
十
分

インフルエンザ予防接種（川治地区公民館で）

現在実施している予防接種

速
歩
　
　
十
五
～
二
十
分

か
け
足
　
七
～
十
五
分

登
山
　
　
十
～
二
十
分

水
泳
　
　
七
～
十
七
分

な
わ
と
び
　
五
～
十
分

野
球
　
　
十
七
～
四
十
分

ス
キ
ー
　
十
～
三
十
分

座
っ
て
の
仕
事

　
　
　
　
六
十
～
九
十
分

●
食
べ
た
分
だ
け
運
動
を

　
で
き
る
こ
と
な
ら
、
た
く
さ
ん
食

べ
て
た
く
さ
ん
動
き
ま
わ
る
よ
う
な

生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
．
こ
の

ほ
う
が
活
動
的
な
毎
日
に
な
り
ま
す

し
、
人
生
も
積
極
的
で
活
気
に
溢
れ

た
も
の
に
な
り
、
よ
り
健
康
的
で
す
．

十
一
月
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
糖
尿
病
週
間

　
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
は

糖
尿
病
週
間
で
す
．

　
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
い
で
い
た
り
、
適
切
な
治
療

を
怠
っ
て
い
て
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

腎
臓
病
等
を
併
発
し
て
死
亡
す
る
ー

と
い
う
不
幸
な
結
果
を
招
く
例
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
年
々
患
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、
最
近
の
目
だ
っ
た
傾
向

と
し
て
は
、
子
供
に
ま
で
そ
の
影
響

が
及
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　
糖
尿
病
は
、
遺
伝
と
の
関
係
が
深

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

肥
満
や
ス
ト
レ
ス
、
と
く
に
食
事
と

運
動
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
原
因
の
↓

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、
こ
の
病
気

は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
中
年
以
降
の

み
な
さ
ん
は
、
定
期
的
な
検
査
を
進

ん
で
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
の
一
般
的
な
症
状

囹
体
重
が
変
化
し
、
と
く
に
や
せ
る
。

中
年
後
に
発
病
す
る
糖
尿
病
で
は
初

期
に
肥
満
す
る
こ
と
も
あ
る
。

種　　　　類 対　　象　　者

小児まひ生ワクチン投与 生後3月から48月に至る期間に2回

ツベルクリン反応検査

　　　　　及びBCG

4歳に達するまでと小学校1年中学
校2年のときそれぞれ1回ツベルク
リン反応検査を行い、陰性の場合、’

BCGを接種する

三種混合（百日咳・ジフ
テリァ・破傷風）

1期：生後3月から生後48月に至る
期間の人で約1月間隔で3回接種
2期：1期完了後12月から18月の期
間に1回接種

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

3期：12歳に達する日の属する年度
　（小学6年生）に1回接種

日　本　脳　炎

3歳かr）15歳まで　生後はじめて受
けるときは1～2週間おいて2回、
翌年もう1回受けて基礎免疫を作り
ます。それ以後3～4年に1回追加
接種を受ければ免疫は続いています

インフルエンザ 3歳か‘）15歳まで

麻　疹（はしか）
生後12月から生後72月に至る期問
（十日町市では2歳児、5歳児の未
患児を対象に実施）

風　　　　　　　　　疹 中学2・3年生の女子で未患者

各種検診等
種　　　　類 対　　象　　者

胃　集　団　検　診 満35歳以上の人で希望者
子　宮　が　ん　検　診 満30歳以上の人で希望者

献　　　　　　　　　血
満16歳以上65歳未満の健康な人。体庫
が男子45旬、女子40㎏以上の人。前回
の採血か‘）1ヵ月以上経過している人

住民検診（胸部レントゲ
ン・成人病検診）

15歳以上の人全員（ただし学校や会
仕等で毎年健康診断を受けている人
を除く）

乳　幼　児　検　診 4カ月児検診、1歳6ヵ月児検診、3歳児検診

囹
の
ど
や
口
が
乾
き
、
水
や
お
茶
を

が
ぶ
飲
み
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
に

夜
中
に
数
回
目
を
さ
ま
し
、
水
を
飲

ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
．
、

囹
尿
が
多
く
出
て
回
数
も
増
す
．
夜

中
で
も
た
び
た
び
起
き
て
排
尿
す
る
。

囹
皮
膚
が
か
ゆ
い
．
化
膿
し
や
す
く

な
る
。

囹
全
身
が
だ
る
く
元
気
が
な
く
な
る
。

疲
れ
や
す
い
。
勤
労
意
欲
が
減
退
す

る
。囹
食
欲
が
異
常
に
た
か
ま
り
、
い
く

ら
た
べ
て
も
た
り
な
い
感
じ
が
す
る
。

と
く
に
甘
い
も
の
が
ほ
し
く
な
る
．

一般健康相談

区
　
分

対
　
　
象

備
考

育
　
児

学
　
級

四
ヵ
月
児
検
診

に
併
せ
て
実
施

毎
　
月

育教生

離
乳
食

指
導
会

希
　
望
　
　
者

随
　
時

，
衛

婚
　
前

学
　
級

希
　
望
　
　
者

随
　
時

談相康健

母
　
性

妊
娠
届
時

窓
口
相
談
毎
　
日

乳
幼
児

希
　
望
　
　
者

隔
　
月

成
人
病

必
要
者
に
通
知

す
る
（
自
発
的
来
訪
者
も
含

隔
　
月

精
　
神

衛
　
生

自
発
的
来
所
者

毎
　
月
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四
十
歳
か
ら
の
心
の
健
康
を
考
え
よ
う

心
の
健
康
を
考
え
る
住
民
会
議
開
催

　
四
十
歳
は
、
・
て
ろ
・
〆
、
ろ
高
年
期
に

足
を
踏
み
人
れ
る
時
期
κ
，
＼
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
様
々
な
変
化
が
起

き
や
す
い
時
期
に
な
り
て
き
ま
す
．

　
新
潟
県
精
神
衛
生
協
会
魚
沼
支
部

で
は
、
去
る
十
月
三
十
日
に
四
十
歳

か
ら
の
心
の
健
康
を
考
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
「
第
三
回
心
の
健
康
を
考

え
る
住
民
会
議
」
を
市
役
所
大
会
議

室
で
開
催
．
魚
沼
の
二
市
十
四
町
村

あ
わ
せ
て
百
卜
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
県
立
小
出
病
院
精
神
神

経
科
医
長
本
田
建
一
先
生
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
四
十
代
か
ら
圧
卜
代

に
か
け
て
は
、
健
康
に
対
す
る
感
心

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
自
分
の
体
に

不
安
が
起
こ
っ
て
く
る
、
主
た
周
囲

の
環
境
も
、
子
供
が
成
長
し
て
結
婚
、

独
立
す
る
と
か
、
仕
事
の
面
で
配
置

転
換
、
日
珪
進
等
、
κ
十
歳
後
半
に
は

停
年
退
職
が
待
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

精
神
的
な
問
題
が
起
き
や
す
い
。

に
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
い
　
で

触
越
路
町
催
懲
穿
降
害
巻
戴
黒
．

講演する

　
こ
の
時
期
の
精
神
病
（
う
つ
病
、

心
気
症
、
強
迫
神
経
症
、
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
等
）
に
つ
い
イ
＼
実
際
に
あ

っ
た
例
を
ひ
い
て
症
状
と
治
療
方
法

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
四
人
の
か
た
が
提
言
者

に
な
り
、
公
開
討
論
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
卜
代
は
、
社
会
の
中
堅
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
生
活
も
安
定
し
て
き
ま
す

が
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、

老
化
現
象
も
現
れ
ま
す
．
体
の
健

康
に
注
意
し
な
が
ら
、
心
の
健
康
に

も
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
．
、

§
嚢
葬
茶
斎
斎
美
菱
斎
斎
藁
炎
斎
交
支
斎
柔
美
美
莱
美
菱
交
交
蚤
美
支
莱
美
莱
藁
藁
支
蚤
藁
X
X
支
美
美
藁
藁
蚤
炎

　　　　健康づくり教室を開催
　市保健課では、住民び）健康づくりび）ため、ド条地区の

かたがたを対象に貧血予防と血液び）知識をテーマに健康

づくり教室を開催します。

日時　11月16日（金〉午後7時～9時半

会場　ド条地区公民館

講師　山口誠士先生、県血液センター課長

　　下条地区で献血アンケート
　下条献血推進協力会（会長小島松 三郎）では、8月に

地区ぐるみの献血を行いましたが、それに先だって献血

に・）いてのアンケートを実施し、こび）ほどそび）集計をま

とめました。

　それによると、約半分び）かたが何らかの形で血液を提

供したことがあり、献血手帳を持っているかたが28％い

ること。また献血をした動機としては、①家族や友人で

献血を必要としたから32（1る②献血は必要と思うから22％③

将来自分が献血を受ける時に備えて19％等となっていま

す。

家族・友人等のた　　血液をとられるの
め血液を提供した　　はこわいような感
ことがありますか　　じがしますか

こわし

27％

1
0
，

日イ

　
ノ
　

気
㌍
　
α

平

あ

　る

46％

な

い

54％

献血手帳をお持
ちですか

奮
　な72％
　い　　　　　ノ

　
君
知
事
の
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
構
想
に

基
づ
く
中
越
地
区
ミ
ニ
コ
・
二
ー
が
、

越
路
町
大
字
不
動
沢
ミ
ノ
ワ
地
内
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
身
障
と
精
薄
の
二
つ
の
施

設
を
同
一
敷
地
内
に
建
設
し
、
就
労

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
必
要
な
訓

練
を
行
っ
て
施
設
内
で
自
活
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

家
建
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
身
体

障
害
者
療
護
施
設
（
管
理
棟
、
居
住

作
業
棟
、
定
員
五
十
名
）
が
三
千
百

万
円
で
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
精

神
薄
弱
者
更
生
施
設
（
居
住
棟
、
定

　　　　　蚤　－

i擁…鰹

員
五
十
名
）
が
二
千
四
百
万
円
で
建

設
さ
れ
ま
す
が
、
十
日
町
市
は
身
障

施
設
の
み
に
関
係
し
て
い
ま
す
．

善
意
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
施
設
は
、
国
県
の
費
用
で
建

設
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
「
中
越
福

祉
会
」
で
運
営
さ
れ
ま
す
が
、
運
営

の
た
め
の
基
金
や
施
設
備
品
等
は
法

人
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
中
越
地
区
三
十
七
市

町
村
で
協
議
の
結
果
、
各
市
町
村
民

の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
る
善
意
の
募
金
で
お
願
い
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
既
に
八
月
に
は
各

ミ
識
コ
慶
二
餐

　
　
　
　
撫
懇
図
、

聡劉

　
O

　
O
O

　
O
6

のo
譜

d
㊦

果樹園

葦

蝋競

盗
欝
・

鱗
，

　
瞭

市
町
村
で
募
金
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ

ん
を
通
じ
て
十
二
月
に
お
願
い
す
る

予
定
で
す
。
何
分
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
構
想
と
は

　
今
ま
で
の
コ
・
二
1
は
、
規
模
が

大
き
く
収
容
人
員
も
多
か
っ
た
た
め
、

遠
く
か
ら
入
所
す
る
人
も
多
く
、
と

か
く
家
族
か
ら
遊
離
し
が
ち
で
あ
っ

た
も
の
を
、
県
下
一
円
に
小
型
の
コ

・
二
1
を
造
り
、
地
城
や
家
族
と
親

睦
感
の
得
ら
れ
る
施
設
に
し
て
行
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
県
ド
に
は
、
既
に
堀
之
内
町
に
建

設
さ
れ
た
六
花
園
を
含
め
四
ヵ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
十
三
ヵ
所
程
度
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

藤
盤
毒
．
騰

韓
馨
舞
蝿
削
　
’
　
難



（5）1■■■1■■1■■■とおガ季お■■■■II■■■■■1■■■■■■■1■■■■■■（第3種郵便物認可）昭和54年ll月lo日

　冬期間のゴミ収集日が大幅にかわります。収集日程は下表のとおりですが次の点にも十分ご注

意ください。
◎もえないゴミの埋立処分地が川西町大倉埋立地（国道252号線赤谷方面へ右折約1㎞）になり十日町市・川西町

ます。自己搬入の皆さんは特にお気をつけください。
◎下表1．ない町内（部落）は、冬期間のゴミ収集は休ませていただきます．　　　衛生施設組合

◎ドカ雪、豪雪のため収集車の運行が不能な場合は、収集できないこともあります。埋立地へ運

行不能の場合も収集できないことがあります．ご了承ください・　　　　　　　　　　　　7－1751
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　密
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2－3924

　昭和54年12月～55年3月

もえる
ご　　み

もえない

ご　　　み
収　　　　　　　集　　　　　　　区　　　　　　　域

月
●
木

火
本町東1、宮ド東、西、諏訪町、神明町、学校町1，2、水野町、若宮町、田中町、東、西、本通り

川原町、田川町1～3、上川町、本町5（関源前通り）・新座1～4

金 本町4、5、本町6の1～3、西浦東、西、昭和町4、稲荷町1，2，3東・本町7び）1、2、｝∫
和町、四日町、四日町新田、南新田

火
●
金

月
高田町3東、西、南、丸山町、稲荷町3本通り、南、北、西一、西本町、稲荷町4、千代田、八
幡田、ド川原、島、高田町4、5、春日町1～3、桜木町、美雪町、綿町、高山2、3、4、
旭町

水
本町1上、ド、本町2、3、本町西1、袋町東、中、西、昭和町1、栄町、高田町1、2、山
本町1～5、川治上町、中町・下町1～3、内後、谷内丑、千歳町、寿町、河内町、妻有町、
大黒沢、伊達、土市、太田島、馬場、水沢（以上国道117号線沿い）

水
●
土
木
昭和町2、3、加賀糸屋、関口樋口、西寺町、七軒町、泉町、駅通り、尾崎から北原（国道117
号線沿い）・北新田、城之古、東町、工場団地・上新田から新光寺（国道117号線沿い）（吉田稲
葉から高島）　（中条旧道、κ軒新田から北原まで）

水 木 （ド条地区旧道沿い）

金 水 水沢地区上記以外（小黒沢、新宮、幸町、姿、安養寺、太田島、土市、細尾）

水 （北原、市之沢、轟木、新水以上国道252号線沿い）

木 火 （江道、猿倉）

金
水 関根、浅之平（六箇山谷、中村、麻畑、田麦）

笹之沢、池之平、孕石国道253号線沿い

注 （　）内部落は降雪時の道路状況により通行可能時び）み収集する区城です

1．　ごみび）持出し時間は毎朝8時30分までに出して下

　さい。

2．収集日が祝日等休目に当るときは、次回送りとな

　ります。

3．冬期間は不燃物は出来るだけ各家庭で保管し、雪

　消え後に出して下さい。また一般家庭以外び）事業系

　の不燃物は、冬期間は処理出来ませんグ）で各自で処

　理するか、保管し、消雪後埋立地（霧谷）へ運んで下さい。

4．事業所、工場、商店等で出される多量のごみは各

　自で運搬して下さい。廃油、タイヤ等は処理出来な

　いので持込まないように。

5．　ごみは、長さ1勉以下、重さ10κg程度とし、それ

　以上の場合は収集しませんグ）で注意してドさい。

6．冬期間σ）ごみ収集は、道路事情の悪いところは、

　ステーションの移動をお願いします。

7．収集当日はステーションび）前後5解内には駐車し

　ないよう、またステーショング）ごみを車で押し∫）ぶ

　したり散乱しないようご注意とご協力をお願いしま

　す。

8．残菜、残飯等水分グ）多いもび）は水切りをよくして

　下さい。

◎　積雪が多くなると、ごみがステーションかド）道路

　にはみ出し、みにくい状態になることがあります。

　雪を除けるなど少し手をかけて整然とした出し方を

　したいものです。

り

と

〕レ

線
…
…
…
…
…
…
：
－
…
…
…
見
や
す
い
所
に
は
－）

て
下
さ
い
：
：
…
…
…
i
：
：
－
…
…
：
…
…
…
…
－
：
：
…
：
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　　お年玉つき年賀はがき

　　　発　売　中
　昭和55年新年用お年玉－）き年賀はがきを、

11月5日から市内郵便局、切手類売さばき

所で発売しています。

　ふだんこぶさたをしている友人や知人に

も年賀状を贈りましょう。年賀はがきび）受

付は12月15日からです．（1一日町郵便局）

　
こ
の
ほ
ど
、
宮
崎
市
で
行
わ
れ
た

第
十
五
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
二
瓶
正
富
さ
ん
（
高
田
町

四
ー
十
八
歳
）
か
参
加
、
聴
覚
障
害

の
部
の
、
砲
丸
投
で
二
位
に
、
走
高

跳
び
で
六
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
記

録
は
、
砲
丸
投
、
十
・
八
五
米
、
走

高
跳
一
・
五
米
で
し
た
。

よ
り
よ
い
森
林
公
園
を

　
　
　
六
箇
地
区
推
進
協
議
会

　
小
国
町
の
森
林
公
園
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。
良
い
所
を
十
日
町
森
林

公
園
計
画
に
も
取
り
入
れ
て
．
、

ー
森
林
公
園
に
か
け
る
皆
さ
ん
の

熱
情
に
は
ほ
だ
さ
れ
ま
す
。
九
月
議

会
で
調
査
費
を
計
上
し
、
現
在
、
マ

ス
々
㌧
フ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
・
て
の
中
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
十

分
反
映
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
．
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盾
罵
皇
ぢ
β
に

　
　
　
　
　
　
六
十
三
組
、
三
百
三
十
一
人

　
　
”
次
回
が
最
終
回
で
す
”

　
六
旦
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
市
民
と
語
る
月
も
士
月
ま
で
で
・
六

十
．
．
．
組
、
、
．
．
百
、
』
十
一
入
も
の
か
た
が
こ
ら
れ
、
身
近
な
問
題
か
ら
、
市
の

将
来
に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
支
で
、
市
長
と
膝
つ
き
あ
わ
せ
て
熱
心
な
話

し
あ
い
か
く
り
か
え
さ
れ
て
い
主
す

　
こ
の
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
次
回
の
十
一
．
月
一
日
（
土
）
が
今
年
度
の

最
終
回
に
な
り
ま
す
（
冬
期
間
は
休
み
で
来
年
四
月
か
ら
再
開
）

　
今
ま
で
に
暖
め
て
い
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
回
に
是
非
お
で
か
け
く

だ
さ
い
、

　
樋
口
朝
則
さ
ん
の
辞
任
に
伴
い
、

L
土
月
六
日
付
で
滝
沢
光
義
さ
ん

（
本
町
二
）
が
市
消
防
団
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
滝
沢
さ
ん
は
、
昭
和
二

卜
一
年
に
入
団
以
来
、
部
長
、
分
団

長
、
副
団
長
な
ど
を
歴
任
し
、
こ
の

間
、
日
本
消
防
協
会
、
新
潟
県
知
事

表
彰
な
ど
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

就
任
の
抱
負
を
「
来
年
は
、
十
日
町

大
火
八
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
、
千
四
百
人
余
の
団
員
の
和
を

は
か
り
、
消
防
署
と
協
力
し
て
、
全

分
団
が
無
火
災
分
団
と
な
る
よ
う
努

め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

二
瓶
さ
ん
、
身
障
者

　
全
国
大
会
で
銀
メ
ダ
ル

市長賞
水沢中3年　桑　原　イ　ミさん
　f私、学校給食のパンは食べ’）んなくて残

してしまうんです。学校で調査をするとご飯

のほうが喜ばれているようです。」「ゲンタン」

「？、転作ならわかります」

市長賞
下条小5年山田誠君
　rパンだけだと3時簡属あたりからお腹が

すいてこまる。パンはオヤツだよ。農作業の

手伝いはするよ。今年は、学校農園のサツマ

イモの収穫祭も楽しかった磁

　
十
日
町
市
農
協
で
は
、
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域
農
業
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す
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の
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む
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や
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、
稲
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と
米
消
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動
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ひ
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つ
　
　
り
、
た
ば
こ
栽
培
や
畜
産
、
養
蚕
な

と
し
て
、
市
内
の
小
中
学
校
に
呼
び
　
　
ど
の
農
業
生
産
に
関
す
る
も
の
。
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「
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」
の
時
に
も
「
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康
」
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、
「
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族

円
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」
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」
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　冬期間のゴミ収集日が大幅にかわります。収集日程は下表のとおりですが次の点にも十分ご注

意ください。
◎もえないゴミの埋立処分地が川西町大倉埋立地（国道252号線赤谷方面へ右折約1㎞）になり十日町市・川西町

ます。自己搬入の皆さんは特にお気をつけください。
◎下表1．ない町内（部落）は、冬期間のゴミ収集は休ませていただきます．　　　衛生施設組合

◎ドカ雪、豪雪のため収集車の運行が不能な場合は、収集できないこともあります。埋立地へ運

行不能の場合も収集できないことがあります．ご了承ください・　　　　　　　　　　　　7－1751
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　密
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2－3924

　昭和54年12月～55年3月

もえる
ご　　み

もえない

ご　　　み
収　　　　　　　集　　　　　　　区　　　　　　　域

月
●
木

火
本町東1、宮ド東、西、諏訪町、神明町、学校町1，2、水野町、若宮町、田中町、東、西、本通り

川原町、田川町1～3、上川町、本町5（関源前通り）・新座1～4

金 本町4、5、本町6の1～3、西浦東、西、昭和町4、稲荷町1，2，3東・本町7び）1、2、｝∫
和町、四日町、四日町新田、南新田

火
●
金

月
高田町3東、西、南、丸山町、稲荷町3本通り、南、北、西一、西本町、稲荷町4、千代田、八
幡田、ド川原、島、高田町4、5、春日町1～3、桜木町、美雪町、綿町、高山2、3、4、
旭町

水
本町1上、ド、本町2、3、本町西1、袋町東、中、西、昭和町1、栄町、高田町1、2、山
本町1～5、川治上町、中町・下町1～3、内後、谷内丑、千歳町、寿町、河内町、妻有町、
大黒沢、伊達、土市、太田島、馬場、水沢（以上国道117号線沿い）

水
●
土
木
昭和町2、3、加賀糸屋、関口樋口、西寺町、七軒町、泉町、駅通り、尾崎から北原（国道117
号線沿い）・北新田、城之古、東町、工場団地・上新田から新光寺（国道117号線沿い）（吉田稲
葉から高島）　（中条旧道、κ軒新田から北原まで）

水 木 （ド条地区旧道沿い）

金 水 水沢地区上記以外（小黒沢、新宮、幸町、姿、安養寺、太田島、土市、細尾）

水 （北原、市之沢、轟木、新水以上国道252号線沿い）

木 火 （江道、猿倉）

金
水 関根、浅之平（六箇山谷、中村、麻畑、田麦）

笹之沢、池之平、孕石国道253号線沿い

注 （　）内部落は降雪時の道路状況により通行可能時び）み収集する区城です

1．　ごみび）持出し時間は毎朝8時30分までに出して下

　さい。

2．収集日が祝日等休目に当るときは、次回送りとな

　ります。

3．冬期間は不燃物は出来るだけ各家庭で保管し、雪

　消え後に出して下さい。また一般家庭以外び）事業系

　の不燃物は、冬期間は処理出来ませんグ）で各自で処

　理するか、保管し、消雪後埋立地（霧谷）へ運んで下さい。

4．事業所、工場、商店等で出される多量のごみは各

　自で運搬して下さい。廃油、タイヤ等は処理出来な

　いので持込まないように。

5．　ごみは、長さ1勉以下、重さ10κg程度とし、それ

　以上の場合は収集しませんグ）で注意してドさい。

6．冬期間σ）ごみ収集は、道路事情の悪いところは、

　ステーションの移動をお願いします。

7．収集当日はステーションび）前後5解内には駐車し

　ないよう、またステーショング）ごみを車で押し∫）ぶ

　したり散乱しないようご注意とご協力をお願いしま

　す。

8．残菜、残飯等水分グ）多いもび）は水切りをよくして

　下さい。

◎　積雪が多くなると、ごみがステーションかド）道路

　にはみ出し、みにくい状態になることがあります。

　雪を除けるなど少し手をかけて整然とした出し方を

　したいものです。
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」

を
し
て
「
健
康
」
を
増
進
し
、
「
家
族

円
満
」
で
「
耕
織
発
展
」
し
「
地
域

振
興
｝
を
は
か
ろ
う
と
い
う
願
い
を

込
め
た
課
題
が
各
学
年
に
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
応
募
点
数
は
、
図
画

八
百
三
十
二
点
、
習
字
二
千
百
三
十

点
も
あ
ザ
、
そ
の
中
で
最
高
賞
の
農

協
組
合
長
賞
と
市
長
賞
を
受
賞
し
た

四
人
の
皆
さ
ん
に
お
米
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か
鰹
円

　
　
　
　
　
　
君
協
錐

　
　
　
　
　
　
介
詑
磯
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
だ

　
　
　
　
　
　
健
け
・
ん

ξ
　
　
　
　
　
　
　
　
る
だ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
い

　
　
　
　
　
　
本
講
艶

　
　
　
　
賞
　
　
こ
う
み
る

　
　
　
　
長
山
る
ほ
こ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
の
と
．
て

　
　
　
　
合
年
に
糠
る
で

　
　
　
　
組
6
曜
こ
い
で

　
　
　
　
協
小
拗
裟
舗

　
　
　
　
趨
西
「
挫
諏
肚

偽ぺ

へ



蟄
臥
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みんなで考えよう

ノ’つ廟
囎
乙

　
国
民
年
金
は
、
二
十
年
前
の
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
国
民
総
人
ロ
の
四
分
の
一
を
占
め
る
二
千
七
百
六
十
六
万

人
の
被
保
険
者
と
九
百
六
十
万
人
の
受
給
者
を
擁
す
る
わ
が
国
最
大
の

年
金
制
度
に
発
展
し
ま
し
た
。
曾
祖
父
は
、
福
祉
年
金
を
受
け
、
祖
母

は
拠
出
年
金
を
手
に
し
、
父
や
子
は
保
険
料
を
か
け
る
国
民
年
金
一
家

が
八
百
万
世
帯
近
く
も
存
在
す
る
な
ど
、
国
民
皆
年
金
の
仕
組
み
は
地

に
根
を
は
り
、
年
金
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
国
民
年
金
は
、
二
十
一
年
目
を
ふ
み
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
制
度
の
し
く
み
、
保
険
料
の
方
式
な
ど
み
ん
な
で
じ
っ
く

り
と
話
し
あ
い
二
十
葡
世
紀
へ
向
け
て
大
き
く
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
あ
な
た
の
生
涯
を
大
切
に
守
る
道
な
の
で
す
。

長
く
な
つ
た
老
後
の
生
活

　
先
ご
ろ
厚
生
省
が
発
表
し
た
昭
和

圧
十
、
．
．
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

ま
た
ま
た
延
び
て
男
七
二
・
九
し
歳
、

女
し
八
・
．
．
一
．
、
．
歳
を
超
え
世
界
の
長

寿
国
の
ト
ッ
プ
ゲ
ル
ー
プ
に
ラ
ン
ク

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
六
卜
圧
歳
以

上
の
老
人
人
口
も
増
え
続
け
て
お
り
、

昭
和
丘
十
四
年
四
月
一
日
現
在
圧
千

瓦
百
症
↑
六
人
（
昨
年
同
期
互
r
四

百
卜
一
人
）
に
の
ほ
っ
て
い
ま
す
、

　
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
ね
　
し

か
し
・
て
の
反
面
で
は
、
私
た
ら
の
老

後
が
ワ
て
れ
だ
け
長
く
な
り
、
生
活
設

計
が
一
層
大
変
に
な
っ
た
わ
け
で
す
、

私
た
ち
は
、
長
く
て
不
安
な
老
後
に

備
え
て
貯
金
を
し
た
り
生
命
保
険
に

加
入
し
た
り
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い

」

ま
す
が
、
個
人
の
カ
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
老
後
設
計
を
十
分
に
た
て

ら
れ
る
人
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
人
に

限
ら
れ
る
の
ー
、
・
は
な
い
で
し
ょ
う
か

㌧
．
一
れ
か
ら
の
老
人
問
題
は
、
個

人
と
い
う
k
り
社
会
全
体
で
解
決
し

●あと何隼生きられるでしょう（零均余命

　　　　　　“　　85綾　5．鈎
（射　　6，田80撒　7，鵠　（衣）
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　　　　14．40

纐
鵬
7
5
纏
7
《
騰
鍛
鋤
鈴
撒
繊
職
慶
鱒
難
触
纐
鱗

5．3毒

　7，36　　（衣）

　10、｝7
13．59

17．49

18．15 21．h7

22．18 26．〔聡

26．4量 1質）．旗1

30．79 1蛎．22

35．32 39．95

40．02 44．74

44．77 49．58

49．56 54．44

54．32 59．32

獣

手しおにかけた娘も20歳に…。国民年金も

つなぐ手と手に心が通い、助けあいの花を

咲かせました。みんなで大きく育てよう。

は
た
し
て
保
険
料
は

　
　
　
　
高
い
の
で
し
よ
う
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
制

度
に
比
較
す
る
と
半
分
以
ド
の
保
険

料
レ
蚕
り
て
い
ま
す
、
〔
例
え
ば
厚
生

年
金
保
険
を
み
ま
す
と
、
月
収
卜
万

円
の
給
与
所
得
者
（
男
）
の
保
険
料

は
、
月
額
九
f
百
円
（
事
業
セ
四
千

κ
百
五
十
円
、
本
人
四
千
五
百
圧
十

円
）
で
す
、
〕
こ
れ
は
、
他
の
年
金
制

度
に
は
見
ら
れ
な
い
高
率
の
国
庫
負

担
（
年
金
支
給
額
の
．
．
』
分
の
．
）
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
加
人
者
の
負

担
が
急
激
に
増
え
る
の
を
政
策
的
に

低
く
押
え
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
柔

り
ま
す
、

国
民
年
金
の
創
建
二
十
周

年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ

た
ポ
ス
タ
ー

蕪一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　藷　肖

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
民
年
金
は
そ

の
主
柱
を
な
す
も
の
で
す
。

　
年
金
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
個
人
で

行
わ
れ
て
き
た
親
孝
行
に
代
っ
て
社

会
全
体
が
連
帯
し
て
行
う
親
孝
行
の

制
度
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
．
あ
柔
う
に
、
国
民
年
金
は
、
若

い
世
代
が
高
齢
者
を
い
た
わ
り
、
や

が
て
は
自
分
た
ち
も
次
の
世
代
に
期

待
す
る
㌧
い
わ
ば
、
勤
労
世
代
が

　
　
制
度
を
支
え
る

ノ

　農業や商業、自由業等び）ご

L人や奥様がひとりひとり別

々に加人します。強制加人と

任意加入があります。60歳ま

でに25年以」二保険料を納めて

65歳からもらえます。（60歳か

ら64歳は減額年金です）

な・簗焦膿遜潅

県の広報車も活躍（10．15市役所前）

老
齢
世
代
を
順
送
り
に
扶
養
し
て
い

く
世
代
相
互
の
信
頼
感
を
キ
ズ
＋
に

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

奥さん！ノ国民年金に

　加入しましょう一。

黒

国
民
年
金
保
険
料

．
殉
，
6

　
六
十
κ
歳
の
人
の
平
均
余
命
を
見

ま
す
と
、
男
は
約
十
四
年
（
七
十
九

歳
ま
で
）
女
は
ト
七
年
（
ぺ
十
二
歳

ま
で
）
と
な
り
、
こ
れ
た
け
の
期
間

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
に
国
民
年
金
に
加
人
し
て

保
険
料
を
積
み
立
て
た
総
額
は
、
年

金
受
給
後
二
年
間
で
元
が
と
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
間
年
金
を

受
け
ら
承
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す

が
、
年
金
財
政
は
厳
し
い
も
の
が
あ

国民年金

国民年金も20歳でダッシュ

拠出年金額（36年～54年）比較表

年
金
受
給
額
は

　
　
十
三
億
九
千
万
円

難響瀞

・攣甑

　
だ
れ
し
も
安
い
保
険
料
高
い
年
金

を
望
む
と
二
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
市

内
の
受
給
状
況
を
昭
和
五
十
．
．
．
年
度

の
数
字
’
、
・
見
て
み
ま
し
柔
う
、

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
、
一
年

問
に
納
め
た
保
険
料
は
四
億
九
千
八

百
七
十
一
万
円
で
す
が
、
年
金
と
し

て
み
な
さ
ん
が
受
け
取
り
た
総
額
は

拠
出
、
福
祉
あ
わ
せ
て
十
．
．
一
億
九
千

六
百
圧
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
保
険
料
の
…
∵
八
倍
に

あ
た
り
、
差
し
引
き
八
億
九
千
し
百

し
十
九
万
円
か
保
険
料
の
総
額
を
上

ま
わ
っ
て
市
内
に
支
払
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
．
こ
の
ほ
か
、
市
民
体

育
館
、
市
民
会
館
、
プ
ー
ル
、
老
人

い
こ
い
の
家
、
保
育
所
、
公
民
館
、

信
濃
川
運
動
公
園
、
身
障
者
福
祉
会

り
ま
す
。
そ
れ
に
み
な
さ
ん
の
要
望

に
応
え
て
年
金
額
は
毎
年
改
善
さ
れ

る
し
、
受
給
者
は
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
赤
字
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

加
人
者
の
方
々
か
ら
そ
れ
相
当
の
保

険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、

保
険
料
は
、
こ
と
し
月
額
三
干
三
百

円
が
昭
和
症
十
五
年
四
月
か
ら
月
額

、
．
．
千
七
百
七
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

種　　　類 昭和36年度 昭和54年度 倍

老
　
齢
　
年
　
金

5　年　年　金
月額2，5（X）円

（45，7から〉

月額
　烈），108円

　　　8
（45年～54年）

m　年　年　金〃　　8（x川
〃
2
4
， 742円

31

25　年　納　付 厚　2，0〔Xl円
〃
3
9
、 225円

20

40　年　納　付 ”　3、5（X）円
〃
6
2
， 767円

18

障
書
年
金

1　　　　　級 〃　2，5｛X）円
〃
4
9
， 792円

20

2　　　　　級”　2，lxx）円
〃
3
9
． 833円

20

遺
族
が
受
け
る
年
金

母子・準糧子年金 〃　1，6（x）円
〃
3
9
， 833円

25

遺　児　年　金 〃　1，〔XX）円
〃
3
9
， 833円

41）

寡　婦　年　金 老齢年金
　×　正！2

老齢年金
X　1、／2

死亡一時金
3年～5年
5，000円

3年～20年
23，000円 5

　
L
く
、

⑳塞

館
、
地
区
簡
水
施
設
な
ど
市
民
の
生

活
環
境
施
設
の
整
備
に
国
民
年
金
の

積
立
金
か
ら
特
別
融
資
さ
れ
て
い
ま

す
。　
以
上
の
よ
う
に
、
単
年
度
で
保
険

料
額
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
給
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

給
付
に
見
合
う
保
険
料
の
負
担
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
若

い
世
代
の
人
だ
け
負
担
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
柔
う
段
階
的
に
引
き
L
け
る

．
｝
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
水
準

を
守
っ
て
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く
た

め
の
保
険
料
の
適
正
負
担
に
つ
い
て

加
人
者
全
員
の
理
解
と
協
力
が
強
く

望
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
だ
れ
も
が
老
後
は
確
実
に
や
っ
て

き
ま
す
。
”
老
後
へ
の
備
え
”
は
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
．
こ
の
機
会
に
老
後

と
国
民
年
金
に
つ
い
て
し
っ
く
り
と

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
．

年
金
は
働
け
な
く

な
っ
た
と
讐
の
保
証

　
い
ま
、
日
本
に
は
八
つ
の
年
金
制

度
が
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
二
十
歳

以
上
の
人
は
ど
れ
か
の
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
年
金
に

加
人
し
て
い
る
と
つ
ぎ
の
場
合
そ
れ

ぞ
れ
の
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。

　
老
齢
年
金
…
年
を
と
コ
て
働
け
な

く
な
っ
た
と
き

　
障
害
年
金
…
ケ
ガ
や
病
気
で
働
け

な
く
な
っ
た
と
き

　
母
子
年
金
…
働
き
手
の
ご
主
人
が

亡
く
な
っ
た
母
ヂ

　
そ
の
ほ
か
、
準
母
子
、
遺
児
、
寡

婦
年
金
等
が
あ
り
ま
す
．

　十日町市の国民年金
　　　　　　　　　　54．3．3夏現在

被保険者……………1・…・15，039人

保険料収納額……4億9，871万円
棟認率・・………………・99．1％

受給権者数拠出…………3，777人

　　　　　福祉…………2，711人

給付額拠出………8億6，743万円
　　　福祉………5億2，907万円

　
　
平
均
寿
命
延
ぴ

　
　
　
高
齢
化
社
会
へ

　
問
…
老
後
と
い
っ
て
も
若
い
人
皿

…
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ
な
㎜

㎜
い
け
れ
ど
も
日
本
は
高
齢
化
社
会
…

…
に
な
る
っ
て
本
当
な
の
。

　
答
…
平
均
寿
命
が
延
び
て
世
界
…

…
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
一
方
戦
後
…

…
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
後
の
出
生
率
の
…

…
急
激
な
低
ド
に
よ
っ
て
、
日
本
は
…

…
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
…

｝
口
の
高
齢
化
に
直
面
す
る
ん
だ
。

　
こ
の
こ
と
を
人
口
の
加
年
化
現
…

…
象
と
呼
ぶ
人
も
い
る
よ
。

　
問
…
老
後
の
社
会
保
障
の
重
点
…

［
施
策
は
ど
う
な
っ
て
る
の
．

　
答
…
こ
う
し
た
高
齢
化
社
会
の
…

…
歩
み
の
中
で
医
療
保
障
、
所
得
保
｝

…
障
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
三
本
の
柱
…

｝
に
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
中
｝

…
で
も
、
所
得
保
障
の
中
心
と
も
い
…

…
わ
れ
る
年
金
制
度
の
発
展
は
め
ざ
㎜

…
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
問
…
じ
ゃ
国
民
年
金
の
台
所
は
「

…
大
変
だ
ね
。

　
答
：
．
そ
う
、
年
金
制
度
は
、
若
齢
…

…
世
代
が
生
み
だ
し
た
勤
労
の
成
果
を
…

…
老
齢
世
代
と
分
か
ち
合
う
制
度
と
い
｝

…
わ
れ
る
が
、
年
金
の
成
熟
度
が
進
…

｝
ん
で
、
現
在
十
人
で
一
人
を
支
え
て
…

…
い
る
の
が
一
、
一
十
年
後
に
は
、
十
人
で
…

…
、
二
人
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

　
ア
｝
れ
は
、
急
増
す
る
老
齢
人
口
…

…
を
支
え
る
若
い
働
き
手
た
ら
の
負
…

㎜
担
が
加
速
度
的
に
増
え
て
い
く
二
…

㎜
と
を
音
心
味
し
て
い
る
。

　
問
…
年
金
財
政
の
大
変
な
．
一
と
一

…
は
、
分
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
’

…
か
に
高
齢
化
社
会
が
抱
え
る
大
き
…

…
な
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　
答
－
・
は
い
．
か
つ
て
、
経
済
大
一

｝
国
へ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
中
高
年
…

…
齢
層
の
定
年
延
長
問
題
、
高
齢
者
｝

…
に
対
す
る
雇
用
の
創
造
、
老
人
医
…

…
療
、
そ
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
一

…
り
方
、
高
齢
者
自
身
の
生
活
設
計
…

…
の
見
直
し
㌧
等
が
考
え
ら
れ
る
。
｝

　
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
高
㎝

い
齢
化
社
会
へ
の
テ
ン
ポ
の
早
い
道
の
…

…
り
の
中
で
、
若
い
働
き
手
も
中
高
年
…

…
齢
者
も
と
も
に
考
え
、
高
齢
化
社
…

…
会
に
生
き
る
た
め
の
合
意
を
見
坦

一
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

年金は老後のくらしの道しるべ年金手帳を大切に

1難難瀞慧1灘
　　　　　　掛け金は年金社会のパスポート
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みんなで考えよう

ノ’つ廟
囎
乙

　
国
民
年
金
は
、
二
十
年
前
の
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
国
民
総
人
ロ
の
四
分
の
一
を
占
め
る
二
千
七
百
六
十
六
万

人
の
被
保
険
者
と
九
百
六
十
万
人
の
受
給
者
を
擁
す
る
わ
が
国
最
大
の

年
金
制
度
に
発
展
し
ま
し
た
。
曾
祖
父
は
、
福
祉
年
金
を
受
け
、
祖
母

は
拠
出
年
金
を
手
に
し
、
父
や
子
は
保
険
料
を
か
け
る
国
民
年
金
一
家

が
八
百
万
世
帯
近
く
も
存
在
す
る
な
ど
、
国
民
皆
年
金
の
仕
組
み
は
地

に
根
を
は
り
、
年
金
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
国
民
年
金
は
、
二
十
一
年
目
を
ふ
み
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
制
度
の
し
く
み
、
保
険
料
の
方
式
な
ど
み
ん
な
で
じ
っ
く

り
と
話
し
あ
い
二
十
葡
世
紀
へ
向
け
て
大
き
く
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
あ
な
た
の
生
涯
を
大
切
に
守
る
道
な
の
で
す
。

長
く
な
つ
た
老
後
の
生
活

　
先
ご
ろ
厚
生
省
が
発
表
し
た
昭
和

圧
十
、
．
．
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

ま
た
ま
た
延
び
て
男
七
二
・
九
し
歳
、

女
し
八
・
．
．
一
．
、
．
歳
を
超
え
世
界
の
長

寿
国
の
ト
ッ
プ
ゲ
ル
ー
プ
に
ラ
ン
ク

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
六
卜
圧
歳
以

上
の
老
人
人
口
も
増
え
続
け
て
お
り
、

昭
和
丘
十
四
年
四
月
一
日
現
在
圧
千

瓦
百
症
↑
六
人
（
昨
年
同
期
互
r
四

百
卜
一
人
）
に
の
ほ
っ
て
い
ま
す
、

　
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
ね
　
し

か
し
・
て
の
反
面
で
は
、
私
た
ら
の
老

後
が
ワ
て
れ
だ
け
長
く
な
り
、
生
活
設

計
が
一
層
大
変
に
な
っ
た
わ
け
で
す
、

私
た
ち
は
、
長
く
て
不
安
な
老
後
に

備
え
て
貯
金
を
し
た
り
生
命
保
険
に

加
入
し
た
り
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い

」

ま
す
が
、
個
人
の
カ
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
老
後
設
計
を
十
分
に
た
て

ら
れ
る
人
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
人
に

限
ら
れ
る
の
ー
、
・
は
な
い
で
し
ょ
う
か

㌧
．
一
れ
か
ら
の
老
人
問
題
は
、
個

人
と
い
う
k
り
社
会
全
体
で
解
決
し

●あと何隼生きられるでしょう（零均余命

　　　　　　“　　85綾　5．鈎
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　　　　麗L　　　7《騰13．59
　　　　　　14，406鎗17．49
　　　　　　18，156陰雛21．h7
　　　　　　22．18　鈴撒26．〔聡

　　　　　　26．4量5α纏30．50

　　　　　　30．79職慶1蛎．22
　　　　　　35．32⑫絵39．％

　　　　　　40．023舗陰44，74
　　　　　　44．773鋤陰49．甜
　　　　　　49．56纐餌．44
　　　　　　54．322薩艦59．32　　　　，

　　　　　　　　　｛惚轍年・厭生省罷資｝

　　　　4．4
（射　　　載田

　　　　8．26
　　　“．

　　　　14．40

纐
鵬
7
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纏
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《
騰
鍛
鋤
鈴
撒
繊
職
慶
鱒
難
触
纐
鱗
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40．02 44．74

44．77 49．58
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54．32 59．32

獣

手しおにかけた娘も20歳に…。国民年金も

つなぐ手と手に心が通い、助けあいの花を

咲かせました。みんなで大きく育てよう。

は
た
し
て
保
険
料
は

　
　
　
　
高
い
の
で
し
よ
う
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
制

度
に
比
較
す
る
と
半
分
以
ド
の
保
険

料
レ
蚕
り
て
い
ま
す
、
〔
例
え
ば
厚
生

年
金
保
険
を
み
ま
す
と
、
月
収
卜
万

円
の
給
与
所
得
者
（
男
）
の
保
険
料

は
、
月
額
九
f
百
円
（
事
業
セ
四
千

κ
百
五
十
円
、
本
人
四
千
五
百
圧
十

円
）
で
す
、
〕
こ
れ
は
、
他
の
年
金
制

度
に
は
見
ら
れ
な
い
高
率
の
国
庫
負

担
（
年
金
支
給
額
の
．
．
』
分
の
．
）
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
加
人
者
の
負

担
が
急
激
に
増
え
る
の
を
政
策
的
に

低
く
押
え
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
柔

り
ま
す
、

国
民
年
金
の
創
建
二
十
周

年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ

た
ポ
ス
タ
ー

蕪一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　藷　肖

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
民
年
金
は
そ

の
主
柱
を
な
す
も
の
で
す
。

　
年
金
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
個
人
で

行
わ
れ
て
き
た
親
孝
行
に
代
っ
て
社

会
全
体
が
連
帯
し
て
行
う
親
孝
行
の

制
度
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
．
あ
柔
う
に
、
国
民
年
金
は
、
若

い
世
代
が
高
齢
者
を
い
た
わ
り
、
や

が
て
は
自
分
た
ち
も
次
の
世
代
に
期

待
す
る
㌧
い
わ
ば
、
勤
労
世
代
が

　
　
制
度
を
支
え
る

ノ

　農業や商業、自由業等び）ご

L人や奥様がひとりひとり別

々に加人します。強制加人と

任意加入があります。60歳ま

でに25年以」二保険料を納めて

65歳からもらえます。（60歳か

ら64歳は減額年金です）

な・簗焦膿遜潅

県の広報車も活躍（10．15市役所前）

老
齢
世
代
を
順
送
り
に
扶
養
し
て
い

く
世
代
相
互
の
信
頼
感
を
キ
ズ
＋
に

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

奥さん！ノ国民年金に

　加入しましょう一。

黒

国
民
年
金
保
険
料

．
殉
，
6

　
六
十
κ
歳
の
人
の
平
均
余
命
を
見

ま
す
と
、
男
は
約
十
四
年
（
七
十
九

歳
ま
で
）
女
は
ト
七
年
（
ぺ
十
二
歳

ま
で
）
と
な
り
、
こ
れ
た
け
の
期
間

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
に
国
民
年
金
に
加
人
し
て

保
険
料
を
積
み
立
て
た
総
額
は
、
年

金
受
給
後
二
年
間
で
元
が
と
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
間
年
金
を

受
け
ら
承
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す

が
、
年
金
財
政
は
厳
し
い
も
の
が
あ

国民年金

国民年金も20歳でダッシュ

拠出年金額（36年～54年）比較表

年
金
受
給
額
は

　
　
十
三
億
九
千
万
円

難響瀞

・攣甑

　
だ
れ
し
も
安
い
保
険
料
高
い
年
金

を
望
む
と
二
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
市

内
の
受
給
状
況
を
昭
和
五
十
．
．
．
年
度

の
数
字
’
、
・
見
て
み
ま
し
柔
う
、

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
、
一
年

問
に
納
め
た
保
険
料
は
四
億
九
千
八

百
七
十
一
万
円
で
す
が
、
年
金
と
し

て
み
な
さ
ん
が
受
け
取
り
た
総
額
は

拠
出
、
福
祉
あ
わ
せ
て
十
．
．
一
億
九
千

六
百
圧
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
保
険
料
の
…
∵
八
倍
に

あ
た
り
、
差
し
引
き
八
億
九
千
し
百

し
十
九
万
円
か
保
険
料
の
総
額
を
上

ま
わ
っ
て
市
内
に
支
払
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
．
こ
の
ほ
か
、
市
民
体

育
館
、
市
民
会
館
、
プ
ー
ル
、
老
人

い
こ
い
の
家
、
保
育
所
、
公
民
館
、

信
濃
川
運
動
公
園
、
身
障
者
福
祉
会

り
ま
す
。
そ
れ
に
み
な
さ
ん
の
要
望

に
応
え
て
年
金
額
は
毎
年
改
善
さ
れ

る
し
、
受
給
者
は
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
赤
字
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

加
人
者
の
方
々
か
ら
そ
れ
相
当
の
保

険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、

保
険
料
は
、
こ
と
し
月
額
三
干
三
百

円
が
昭
和
症
十
五
年
四
月
か
ら
月
額

、
．
．
千
七
百
七
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

種　　　類 昭和36年度 昭和54年度 倍

老
　
齢
　
年
　
金

5　年　年　金
月額2，5（X）円

（45，7から〉

月額
　烈），108円

　　　8
（45年～54年）

m　年　年　金〃　　8（x川
〃
2
4
， 742円

31

25　年　納　付 厚　2，0〔Xl円
〃
3
9
、 225円

20

40　年　納　付 ”　3、5（X）円
〃
6
2
， 767円

18

障
書
年
金

1　　　　　級 〃　2，5｛X）円
〃
4
9
， 792円

20

2　　　　　級”　2，lxx）円
〃
3
9
． 833円

20

遺
族
が
受
け
る
年
金

母子・準糧子年金 〃　1，6（x）円
〃
3
9
， 833円

25

遺　児　年　金 〃　1，〔XX）円
〃
3
9
， 833円

41）

寡　婦　年　金 老齢年金
　×　正！2

老齢年金
X　1、／2

死亡一時金
3年～5年
5，000円

3年～20年
23，000円 5

　
L
く
、

⑳塞

館
、
地
区
簡
水
施
設
な
ど
市
民
の
生

活
環
境
施
設
の
整
備
に
国
民
年
金
の

積
立
金
か
ら
特
別
融
資
さ
れ
て
い
ま

す
。　
以
上
の
よ
う
に
、
単
年
度
で
保
険

料
額
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
給
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

給
付
に
見
合
う
保
険
料
の
負
担
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
若

い
世
代
の
人
だ
け
負
担
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
柔
う
段
階
的
に
引
き
L
け
る

．
｝
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
水
準

を
守
っ
て
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く
た

め
の
保
険
料
の
適
正
負
担
に
つ
い
て

加
人
者
全
員
の
理
解
と
協
力
が
強
く

望
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
だ
れ
も
が
老
後
は
確
実
に
や
っ
て

き
ま
す
。
”
老
後
へ
の
備
え
”
は
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
．
こ
の
機
会
に
老
後

と
国
民
年
金
に
つ
い
て
し
っ
く
り
と

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
．

年
金
は
働
け
な
く

な
っ
た
と
讐
の
保
証

　
い
ま
、
日
本
に
は
八
つ
の
年
金
制

度
が
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
二
十
歳

以
上
の
人
は
ど
れ
か
の
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
年
金
に

加
人
し
て
い
る
と
つ
ぎ
の
場
合
そ
れ

ぞ
れ
の
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。

　
老
齢
年
金
…
年
を
と
コ
て
働
け
な

く
な
っ
た
と
き

　
障
害
年
金
…
ケ
ガ
や
病
気
で
働
け

な
く
な
っ
た
と
き

　
母
子
年
金
…
働
き
手
の
ご
主
人
が

亡
く
な
っ
た
母
ヂ

　
そ
の
ほ
か
、
準
母
子
、
遺
児
、
寡

婦
年
金
等
が
あ
り
ま
す
．

　十日町市の国民年金
　　　　　　　　　　54．3．3夏現在

被保険者……………1・…・15，039人

保険料収納額……4億9，871万円
棟認率・・………………・99．1％

受給権者数拠出…………3，777人

　　　　　福祉…………2，711人

給付額拠出………8億6，743万円
　　　福祉………5億2，907万円

　
　
平
均
寿
命
延
ぴ

　
　
　
高
齢
化
社
会
へ

　
問
…
老
後
と
い
っ
て
も
若
い
人
皿

…
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ
な
㎜

㎜
い
け
れ
ど
も
日
本
は
高
齢
化
社
会
…

…
に
な
る
っ
て
本
当
な
の
。

　
答
…
平
均
寿
命
が
延
び
て
世
界
…

…
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
一
方
戦
後
…

…
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
後
の
出
生
率
の
…

…
急
激
な
低
ド
に
よ
っ
て
、
日
本
は
…

…
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
…

｝
口
の
高
齢
化
に
直
面
す
る
ん
だ
。

　
こ
の
こ
と
を
人
口
の
加
年
化
現
…

…
象
と
呼
ぶ
人
も
い
る
よ
。

　
問
…
老
後
の
社
会
保
障
の
重
点
…

［
施
策
は
ど
う
な
っ
て
る
の
．

　
答
…
こ
う
し
た
高
齢
化
社
会
の
…

…
歩
み
の
中
で
医
療
保
障
、
所
得
保
｝

…
障
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
三
本
の
柱
…

｝
に
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
中
｝

…
で
も
、
所
得
保
障
の
中
心
と
も
い
…

…
わ
れ
る
年
金
制
度
の
発
展
は
め
ざ
㎜

…
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
問
…
じ
ゃ
国
民
年
金
の
台
所
は
「

…
大
変
だ
ね
。

　
答
：
．
そ
う
、
年
金
制
度
は
、
若
齢
…

…
世
代
が
生
み
だ
し
た
勤
労
の
成
果
を
…

…
老
齢
世
代
と
分
か
ち
合
う
制
度
と
い
｝

…
わ
れ
る
が
、
年
金
の
成
熟
度
が
進
…

｝
ん
で
、
現
在
十
人
で
一
人
を
支
え
て
…

…
い
る
の
が
一
、
一
十
年
後
に
は
、
十
人
で
…

…
、
二
人
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

　
ア
｝
れ
は
、
急
増
す
る
老
齢
人
口
…

…
を
支
え
る
若
い
働
き
手
た
ら
の
負
…

㎜
担
が
加
速
度
的
に
増
え
て
い
く
二
…

㎜
と
を
音
心
味
し
て
い
る
。

　
問
…
年
金
財
政
の
大
変
な
．
一
と
一

…
は
、
分
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
’

…
か
に
高
齢
化
社
会
が
抱
え
る
大
き
…

…
な
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　
答
－
・
は
い
．
か
つ
て
、
経
済
大
一

｝
国
へ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
中
高
年
…

…
齢
層
の
定
年
延
長
問
題
、
高
齢
者
｝

…
に
対
す
る
雇
用
の
創
造
、
老
人
医
…

…
療
、
そ
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
一

…
り
方
、
高
齢
者
自
身
の
生
活
設
計
…

…
の
見
直
し
㌧
等
が
考
え
ら
れ
る
。
｝

　
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
高
㎝

い
齢
化
社
会
へ
の
テ
ン
ポ
の
早
い
道
の
…

…
り
の
中
で
、
若
い
働
き
手
も
中
高
年
…

…
齢
者
も
と
も
に
考
え
、
高
齢
化
社
…

…
会
に
生
き
る
た
め
の
合
意
を
見
坦

一
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

年金は老後のくらしの道しるべ年金手帳を大切に

1難難瀞慧1灘
　　　　　　掛け金は年金社会のパスポート
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これで追いつけ畿す

●

＝礁『

吠

ご

2

糸
イ
寸
金
コ
ー

特
、
　
　
，

ま＝猛

）
4

　　一　　　　　　　魍管

ニニ　　　ニニ

　ソ

な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か

　
　
　
　
　
　
特
例
納
付
は
あ
と
七
カ
月

　
「
市
民
す
べ
て
に
年
金
身
こ
こ
れ
が

私
た
ち
の
願
い
で
す
。
国
民
年
金
に

当
然
加
人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

イ
．
、
ま
だ
加
人
し
て
い
な
い
人
、
加
人

し
て
い
て
も
保
険
料
を
滞
納
し
た
た

め
将
来
老
齢
年
金
が
受
給
’
、
・
き
な
い

人
ー
　
こ
れ
ら
無
年
金
者
と
呼
ば
れ

る
入
た
ち
が
特
例
納
付
の
救
済
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
市
で
は
、
実
態
の
把

握
と
該
当
者
に
対
す
る
訪
問
な
ど
、

鰭羅轟無欝
①＋④で25年　　　　昭和5，4．1£　　　　⑤グ）期間が25
　　いいえ晶　　　　　　いいえ　　　　　　　　いいえ以上あります　　　　　月11生まれです　　　　　年以上ありま

か　　　　　　　　か　　　　　　　　 すか

地
域
の
年
金
委
員
さ
ん
と
一
体
と
な

っ
て
年
金
権
確
保
対
策
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

な
ぜ
無
年
金
者
に

　
　
　
　
　
な
る
の
か
！

、
、

（
●

（
●

）

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る

に
は
六
卜
歳
ま
ー
．
、
に
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
免
除
を
受
け
た
期
間
を
あ

わ
せ
て
、
ニ
レ
κ
年
（
昭
和
圧
年
四

月
一
日
以
前
に
生
れ
た
人
は
別
表
の

第3種郵便物認可）昭和54年H月10日

はし

通算老齢
年金がうけ

られます

は1

は㌧

遡
　
　
　
轟

μ避
いいえ

以
す

4
’
、
㌧

4
れ
5
ま
正
生
大
前
か劇

いまのままでは年金はうけら

れません。足りない期問につ

いて、いまなド）さかのぽって

納められる「特例納付」を利
用してください。

はい　鱒か「）＼
　　　例老齢年金力1

　　　うけρ）れます

いいえ

保険料を納めた

期間が1年以上
あり免除期間と

合せて下表の年

数以上あります
か

オ
　
パ
　
　
　
ハ
　
ハ

存
笄
碑
祥
咋

咽“．4．ト鳴低4

嚇低4．ト大24．

大a↓卜大34，

大3』．2、大4、4．

大“．｝》大騒

よ
う
に
短
縮
さ
れ
る
）
以
上
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
．
と
こ
ろ
が
、
保
険

料
は
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る

と
時
効
で
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
．

長
い
間
加
人
し
な
い
で
い
た
り
、
保

険
料
を
納
め
な
か
っ
た
り
す
る
と
年

金
を
う
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
を

満
た
せ
ず
”
無
年
金
者
”
と
な
り
ま
す
．

今
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
互
卜
瓦

年
六
月
一
．
↓
十
日
ま
’
、
・
特
例
納
付
が
で

き
ま
す
。

　
特
に
、
』
十
互
歳
を
超
え
た
か
た
は
、

六
十
歳
ま
ー
．
曳
に
．
一
卜
症
年
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
年
金

歴
を
確
実
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
今
一
度

自
分
の
年
金
権
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
、

国
民
年
金
診
断

　
・
て
れ
’
、
・
は
、
国
民
年
金
診
断
を
始

め
ま
し
ょ
う
。
五
十
四
年
十
月
ま
’
、
＼

に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を

受
け
た
期
間
を
確
認
し
、
症
十
四
年

囮の納付月数
年金に加入

①国民年金の納付月数と免除月数

②他σ）公的年金に加入した月数

③カラ期間

④54年4月から60歳までの月数

⑤①～④までの合計月数

■囲（麟鰯はる資格〕

ト
一
月
か
ら
六
卜
歳
に
な
る
ま
イ
．
」
の

期
間
を
合
せ
て
別
表
の
資
格
期
問
以

上
あ
る
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
、
な

お
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金

の
加
入
期
間
が
あ
る
人
は
、
・
て
の
期

間
も
含
め
て
く
だ
さ
い
．

年
金
権
は
大
丈
夫
で
し
た
か

　
摩
今
の
ま
ま
イ
、
k
は
年
金
は
う
け
ら

れ
ま
せ
ん
”
と
診
断
さ
れ
た
か
た
は
、

さ
っ
・
〆
、
く
特
例
納
付
し
て
、
自
分
の

年
金
権
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
．

特
例
納
付
保
険
料
を

　
　
　
　
　
貸
付
け
ま
す

　
特
例
納
付
し
た
い
が
資
金
が
た
ら

な
い
世
帯
に
、
世
帯
更
正
資
金
福
祉

資
金
を
貸
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
内
社
会
福
祉
協

議
会
へ
（
8
七
⊥
二
二
番
）

①
貸
付
金
額
…
特
例
納
付
額
の
二
分

の
一
以
内
で
二
十
五
万
円
を
限
度

②
償
還
期
限
…
据
置
期
間
…
（
六
ヵ
月
）

経
過
後
三
年
以
内

③
利
子
…
三
習
（
据
置
期
間
な
し
）

④
借
入
受
付
期
間
…
昭
和
五
十
五
年

五
月
三
十
一
日
ま
で

生年月　目 資格期間
大5．4．1以前生まれ 10年（120月）

大5．4．2～大6．4．1 11　（132月）

大6．4．2～大7．4．1 12　（144月）

大7．4．2～大8．4．1 13　（156月）

大8．4．2～大9．4．1 14　（168月）

大9．4．2～大10．4．1 15　（180月）

大10。4．2～大11．4．1 16　（192月）

大11．4．2～大12．4．1 17　（204月）

大12．4．2～大13．4．1 18　（216月）

大13．4．2～大14．4．1 19　（228月）

大：14．4．2～大15．4．1 20　（240月）

大15．4．2～昭2．4．1 21　（252月）

昭2．4．2～昭3．4。1 22　（264月）

昭3．4．2～昭4．4。1 23　（276月〉

昭4。4．2～昭5．4．1 24　（288月）

昭5．4．2以後生まれ 25　（3｛）0月）

お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
新
座
分
館

　
　
　
　
　
年
金
講
座
の
巻

　
こ
の
ほ
ど
新
座
分
館
　
　
見
が
あ
り
ま
し
た
．
、
ま
た
、
映
写
会

で
年
金
の
勉
強
会
を
開
　
　
（
ふ
る
さ
と
の
島
に
春
を
見
た
）
や

き
ま
し
た
．
こ
れ
は
、
　
　
国
民
年
金
音
頭
を
練
習
す
る
等
楽
し

中
条
公
民
館
の
主
催
’
．
、
　
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
h
⊃

開
か
れ
た
も
の
で
　
才

か
あ
さ
ん
が
た
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
っ
た
り
、

活
発
な
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
な
か
で
も
、

娘
が
年
金
を
や
め
る
と

い
っ
て
い
る
が
年
金
制

度
を
理
解
し
た
の
鴫
＼

娘
さ
ん
を
や
め
な
い
よ

う
説
得
す
る
と
い
う
お

か
あ
さ
ん
等
貴
重
な
意

　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
』
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
音

　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
年

歌
っ
て
踊
っ
て

　
国
民
年
金
音
頭

　
国
民
年
金
制
度
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
国

民
年
金
醇
頭
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
．
歌
は
農
協

の
有
線
放
送
や
公
民
館

主
催
の
講
座
等
で
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
ご
希

．
望
の
か
た
に
歌
詞
、
踊

り
の
振
付
等
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。
市
民
課
国
民

年
金
係
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

熱心にメモをとるお母さん…
　　　10月9日夜新座分館で

船
　
　
　
　
国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
　
特
色
六
力
条

　
◎
年
金
額
は
物
価
の
変
動
に
応
じ

自
動
的
に
ス
ラ
イ
ド
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
◎
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
加
入

期
間
を
合
わ
せ
て
必
要
な
期
間
に
な

れ
ば
各
々
の
年
金
制
度
か
ら
年
金
を

支
給
す
る
通
算
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
カ

ラ
期
間
が
あ
り
ま
す
（
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
妻
の
期
間

は
す
べ
て
年
金
の
受
給
資
格
を
と
る

た
め
の
期
間
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
の
計
算
か
ら
は
除
か
れ
ま
す
）

　
◎
保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

　
◎
住
宅
資
金
が
借
り
ら
れ
ま
す

　
◎
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ

し
じ
」
（
湯
之
谷
温
泉
郷
）
が
低
料
金
で

利
用
で
き
ま
す
．
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国
民
年
金
の

手
続
ぎ
は
…

　
国
民
年
金
の
加
入
や
加
入
し
て
か
ら
の
届
け
出
な
ど
国
民
年
金
に
関
す

る
手
続
き
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
か
た
が
あ
り
ま
す
。
今
月

は
そ
の
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
さ
れ
る
か
た
は
・

　
出
発
前
に
市
民
課
窓
口
へ
お
よ
り

く
だ
さ
い
．
窓
口
’
、
・
は
、
出
稼
ぎ
者

が
国
保
加
入
者
イ
．
、
す
と
⑧
と
い
っ
て

遠
隔
者
で
も
使
用
で
き
る
保
険
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
期
間

証
明
用
紙
二
枚
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
、

一
枚
は
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
厚
生

年
金
に
加
人
し
た
と
き
、
就
職
月
日
、

記
号
番
号
等
記
人
し
、
家
族
あ
て
郵

送
。
家
族
の
か
た
が
窓
ロ
ヘ
届
け
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
．
（
国
年
、
農
年

の
喪
失
手
続
き
）

　
も
う
一
枚
は
、
出
稼
ぎ
者
が
会
社

を
退
職
さ
れ
る
際
、
会
社
か
ら
勤
務

期
間
の
証
明
を
も
ら
い
、
本
人
が
市
民

課
窓
口
へ
持
参
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続

　
手
続
き
す
る
所
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
窓
口
③
で
す
。
持
参
い
た
だ

く
も
の
　
印
鑑
、
他
の
年
金
制
度
を

や
め
て
加
人
す
る
人
は
、
そ
の
組
合

員
証
ま
た
は
厚
生
年
金
被
保
険
者
証

国
民
年
金
に
再
加
入
す
る
人
は
、
国

民
年
金
手
帳
で
す
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
け
出
は
ー

　
■
市
内
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

未
納
保
険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め
て
国

民
年
金
手
帳
を
転
出
先
の
市
町
村
の

年
金
係
へ
提
示
■
市
外
か
ら
転
入
し

た
と
き
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
■
他

の
年
金
に
加
入
し
た
と
き
あ
ら
た
に

取
得
し
た
被
保
険
者
証
（
組
合
員
証
）

と
国
民
年
金
手
帳
、
印
鑑
■
任
意
で

加
入
し
て
い
た
人
が
や
め
た
と
き
国

民
年
金
手
帳

保
険
料
を
納
め
る
と
き

　
納
付
組
合
を
通
じ
納
付
書
を
配
布

し
ま
す
が
、
納
付
組
合
代
表
の
年
金

委
員
さ
ん
が
一
括
し
て
銀
行
や
市
農

協
へ
保
険
料
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
．
保
険
料
は
ニ
カ
月
分
づ
つ
年

六
回
に
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
年
分
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
め

る
有
利
な
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
．

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
を

　
保
険
料
の
一
年
分
前
納
者
を
対
象

に
口
座
振
替
も
可
能
で
す
．
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
の
割
引

（
年
五
分
五
厘
）
が
あ
る
こ
と
、
金

融
機
関
に
出
向
か
な
く
て
も
金
融
機

関
が
代
行
し
て
納
入
し
て
く
れ
る
こ

と
、
年
一
回
の
納
入
で
済
む
こ
と
、

振
替
が
済
め
ば
送
ら
れ
て
く
る
領
収

書
を
保
管
す
る
だ
け
で
い
い
等
便
利

で
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
銀
行
、

市
農
協
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
振
込

日
は
、
五
十
五
年
四
月
二
十
日
で
す
。

圏
讐
れ
葦

免
除
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
1

　
保
険
料
は
キ
チ
ン
と
納
入
し
て
い

な
い
と
事
故
に
あ
っ
た
り
、
一
家
の

働
き
手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ

ず
家
族
も
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
別
の
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
未
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、
印
鑑
を
も
っ
て
国
民
年

金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
と
国
民
年
金
は
喪
失

さ
れ
る
と
誤
解
さ
れ
る
か
た
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
フ
て
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
．
免
除
さ
れ
る
と
資
格
期
間
も

継
続
す
る
し
、
十
年
前
ま
で
な
ら
追

納
と
い
っ
て
当
時
の
保
険
料
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
の
ま
ま
で
も
将
来
年

（
議
市
民
の
声

　
■
思
い
ち
が
い
し
て
い
ま
せ
ん
か

若
い
人
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
も
ら

え
る
か
ら
、
保
険
料
を
払
わ
な
い
と

い
う
か
た
が
ま
だ
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
れ
た
人
は
、
制
度
に
加
入
し

一
定
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

七
十
歳
に
な
っ
て
も
福
祉
年
金
を
受
・

給
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。

　
■
大
き
な
ゆ
と
り
に
付
加
年
金
を

保
険
料
を
多
く
納
め
て
も
将
来
多
い

年
金
を
希
望
す
る
か
た
は
、
付
加
年

金
に
加
入
を
．
付
加
年
金
保
険
料
は

月
額
四
百
円
．
定
額
保
険
料
に
上
積

み
し
て
納
め
ま
す
。
加
算
さ
れ
る
年

金
額
は
二
百
円
×
納
付
月
数

●
●
●
●
●
●
●
Φ
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
Φ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　拠出年金額3．4％アップ

　昭和53年度の消費者物価が前年度にくらべ

3．4％上昇したので、昭和54年度び）年金額も

7月から引き上げられました。

　物価スライドは、通常5％以上上昇の場合

に限一・ていましたが、ことしに限って3．4％で

あっても特例として決められたものです．

　福祉年金は21％の引き上げ

　福祉年金はさらに大幅に引き上げられ・8

月から平均で21％も上がりました。老齢福祉

年金は月額2万円とな1）圭した。20年前は月

額1，000円でしたので、実に20倍になったわけ

です。

　本人所得制限の緩和

　老齢・障害福祉年金び）本人所得制限に一）い

ては現行収人基準200万2下一円（夫婦2入世帯）を

2α3万円に。母子、準母子福祉年金び）本人所得

制限は現行収入基準334万円から347万円に改

定されました。

　公的年金との併給制限を緩和

　恩給等の公的年金との併給制限に／）いては

恩給等の改善にともない現行37万円から41万

円に緩和されます。

　　　テレビで
　　　　年金知識を

施
年
是
　
　
臼
と
　
　
し

杜会保険庁提供

NST新潟総合テレビ　　σ
午前8時半一8時45分

「きょうの健康
あすの年金J

11月24日ほ⇒…婦人び）年金

12月1日（土）…利用しよう皆さんび）

●
設です。（湯之谷村にある国民

金保養センター「こしじ」も

非こ利用ください．）

一 12月15日（土）…はたらきながら老齢

縄 ．金を受けていたかたび）手続き

年金額

12月22仕1…国民年金の特例納付を

‡　1　　主し【っ。

12月29日出…年金は二のようにして

　　裁定され主す、

※新潟県国民年金課もテレビ、ラジ

オを通じ放映（送）するf定てす。

金
は
そ
の
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
な

る
だ
け
で
す
。

　
の
　
　
の
　
　
の

六
十
歳
に
な
っ
た
ら
：

　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
Q
　
　
O

　
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
は
原

則
的
に
は
満
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希

望
に
よ
っ
て
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ

請
求
イ
、
曳
き
ま
す
．
市
－
．
、
は
、
保
険
料

を
掛
け
終
っ
た
時
点
（
満
六
＋
歳
）
で

年
金
請
求
手
続
き
の
案
内
を
さ
し
あ

げ
て
い
ま
す
。
繰
り
上
げ
請
求
し
た

場
合
、
年
金
額
は
四
十
二
育
～
十
一

暫
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
逆
に
年
金

を
繰
り
ド
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

年
金
額
は
十
二
育
～
八
十
八
簿
増
額

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

年
金
を
受
け
る
と
き
：
・

　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
市
民
課
国
民
年
金
係
③
の
窓
口
へ

請
求
し
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑
と
六

十
歳
で
請
求
希
望
者
は
、
そ
の
年
度

の
保
険
料
領
収
書
・
支
払
い
希
望
機

関
が
農
協
や
銀
行
の
場
合
、
本
人
の

預
金
通
帳
が
必
要
で
す
．
な
お
、
■

通
算
老
齢
年
金
該
当
者
は
他
の
年
金

の
証
書
■
既
に
他
の
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
、
そ
の
年
金
証
書
願
夫
が

他
の
年
金
受
給
者
の
場
合
の
妻
は
夫

の
年
金
証
書
と
在
職
期
間
確
認
請
求

書
（
用
紙
は
年
金
係
に
あ
り
ま
す
）
■

請
求
者
の
戸
籍
抄
本
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

年
金
証
書
が
く
る
ま
で
－
・

　
　
　
　
　
　
　
の

　
請
求
手
続
き
を
し
て
か
ら
本
人
に

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
だ
い
た
い
三

ヵ
月
か
か
り
ま
す
（
通
老
は
六
ヵ
月

位
）
な
お
、
年
金
支
払
い
月
は
、
老

齢
が
三
・
六
・
九
・
十
一
月
（
通
老

は
六
・
十
二
月
）
の
各
月
で
す
。

　
　
ゆ
⇔
〈
▽
⇔

　
〇
十
一
月
は
、
国
民
年
金
二
十
周

年
と
普
及
月
間
に
ち
な
み
特
集
し
ま

し
た
○
高
齢
化
社
会
の
老
人
の
生
き

が
い
、
医
療
、
年
金
の
充
実
は
世
代

を
超
え
た
形
で
み
ん
な
が
協
力
し
知

恵
を
出
し
あ
い
一
歩
一
歩
備
え
を
か

た
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

○
あ
な
た
の
知
人
で
年
金
に
加
人
し

て
い
な
い
人
が
あ
れ
ば
加
入
す
る
よ

う
お
す
す
め
く
だ
さ
い
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これで追いつけ畿す
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＝礁『

吠

ご

2

糸
イ
寸
金
コ
ー

特
、
　
　
，

ま＝猛
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　　一　　　　　　　魍管

ニニ　　　ニニ

　ソ

な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か

　
　
　
　
　
　
特
例
納
付
は
あ
と
七
カ
月

　
「
市
民
す
べ
て
に
年
金
身
こ
こ
れ
が

私
た
ち
の
願
い
で
す
。
国
民
年
金
に

当
然
加
人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

イ
．
、
ま
だ
加
人
し
て
い
な
い
人
、
加
人

し
て
い
て
も
保
険
料
を
滞
納
し
た
た

め
将
来
老
齢
年
金
が
受
給
’
、
・
き
な
い

人
ー
　
こ
れ
ら
無
年
金
者
と
呼
ば
れ

る
入
た
ち
が
特
例
納
付
の
救
済
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
市
で
は
、
実
態
の
把

握
と
該
当
者
に
対
す
る
訪
問
な
ど
、

鰭羅轟無欝
①＋④で25年　　　　昭和5，4．1£　　　　⑤グ）期間が25
　　いいえ晶　　　　　　いいえ　　　　　　　　いいえ以上あります　　　　　月11生まれです　　　　　年以上ありま

か　　　　　　　　か　　　　　　　　 すか

地
域
の
年
金
委
員
さ
ん
と
一
体
と
な

っ
て
年
金
権
確
保
対
策
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

な
ぜ
無
年
金
者
に

　
　
　
　
　
な
る
の
か
！

、
、

（
●

（
●

）

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る

に
は
六
卜
歳
ま
ー
．
、
に
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
免
除
を
受
け
た
期
間
を
あ

わ
せ
て
、
ニ
レ
κ
年
（
昭
和
圧
年
四

月
一
日
以
前
に
生
れ
た
人
は
別
表
の

第3種郵便物認可）昭和54年H月10日

はし

通算老齢
年金がうけ

られます

は1

は㌧

遡
　
　
　
轟

μ避
いいえ

以
す

4
’
、
㌧

4
れ
5
ま
正
生
大
前
か劇

いまのままでは年金はうけら

れません。足りない期問につ

いて、いまなド）さかのぽって

納められる「特例納付」を利
用してください。

はい　鱒か「）＼
　　　例老齢年金力1

　　　うけρ）れます

いいえ

保険料を納めた

期間が1年以上
あり免除期間と

合せて下表の年

数以上あります
か

オ
　
パ
　
　
　
ハ
　
ハ

存
笄
碑
祥
咋

咽“．4．ト鳴低4

嚇低4．ト大24．

大a↓卜大34，

大3』．2、大4、4．

大“．｝》大騒

よ
う
に
短
縮
さ
れ
る
）
以
上
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
．
と
こ
ろ
が
、
保
険

料
は
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る

と
時
効
で
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
．

長
い
間
加
人
し
な
い
で
い
た
り
、
保

険
料
を
納
め
な
か
っ
た
り
す
る
と
年

金
を
う
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
を

満
た
せ
ず
”
無
年
金
者
”
と
な
り
ま
す
．

今
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
互
卜
瓦

年
六
月
一
．
↓
十
日
ま
’
、
・
特
例
納
付
が
で

き
ま
す
。

　
特
に
、
』
十
互
歳
を
超
え
た
か
た
は
、

六
十
歳
ま
ー
．
曳
に
．
一
卜
症
年
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
年
金

歴
を
確
実
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
今
一
度

自
分
の
年
金
権
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
、

国
民
年
金
診
断

　
・
て
れ
’
、
・
は
、
国
民
年
金
診
断
を
始

め
ま
し
ょ
う
。
五
十
四
年
十
月
ま
’
、
＼

に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を

受
け
た
期
間
を
確
認
し
、
症
十
四
年

囮の納付月数
年金に加入

①国民年金の納付月数と免除月数

②他σ）公的年金に加入した月数

③カラ期間

④54年4月から60歳までの月数

⑤①～④までの合計月数

■囲（麟鰯はる資格〕

ト
一
月
か
ら
六
卜
歳
に
な
る
ま
イ
．
」
の

期
間
を
合
せ
て
別
表
の
資
格
期
問
以

上
あ
る
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
、
な

お
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金

の
加
入
期
間
が
あ
る
人
は
、
・
て
の
期

間
も
含
め
て
く
だ
さ
い
．

年
金
権
は
大
丈
夫
で
し
た
か

　
摩
今
の
ま
ま
イ
、
k
は
年
金
は
う
け
ら

れ
ま
せ
ん
”
と
診
断
さ
れ
た
か
た
は
、

さ
っ
・
〆
、
く
特
例
納
付
し
て
、
自
分
の

年
金
権
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
．

特
例
納
付
保
険
料
を

　
　
　
　
　
貸
付
け
ま
す

　
特
例
納
付
し
た
い
が
資
金
が
た
ら

な
い
世
帯
に
、
世
帯
更
正
資
金
福
祉

資
金
を
貸
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
内
社
会
福
祉
協

議
会
へ
（
8
七
⊥
二
二
番
）

①
貸
付
金
額
…
特
例
納
付
額
の
二
分

の
一
以
内
で
二
十
五
万
円
を
限
度

②
償
還
期
限
…
据
置
期
間
…
（
六
ヵ
月
）

経
過
後
三
年
以
内

③
利
子
…
三
習
（
据
置
期
間
な
し
）

④
借
入
受
付
期
間
…
昭
和
五
十
五
年

五
月
三
十
一
日
ま
で

生年月　目 資格期間
大5．4．1以前生まれ 10年（120月）

大5．4．2～大6．4．1 11　（132月）

大6．4．2～大7．4．1 12　（144月）

大7．4．2～大8．4．1 13　（156月）

大8．4．2～大9．4．1 14　（168月）

大9．4．2～大10．4．1 15　（180月）

大10。4．2～大11．4．1 16　（192月）

大11．4．2～大12．4．1 17　（204月）

大12．4．2～大13．4．1 18　（216月）

大13．4．2～大14．4．1 19　（228月）

大：14．4．2～大15．4．1 20　（240月）

大15．4．2～昭2．4．1 21　（252月）

昭2．4．2～昭3．4。1 22　（264月）

昭3．4．2～昭4．4。1 23　（276月〉

昭4。4．2～昭5．4．1 24　（288月）

昭5．4．2以後生まれ 25　（3｛）0月）

お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
新
座
分
館

　
　
　
　
　
年
金
講
座
の
巻

　
こ
の
ほ
ど
新
座
分
館
　
　
見
が
あ
り
ま
し
た
．
、
ま
た
、
映
写
会

で
年
金
の
勉
強
会
を
開
　
　
（
ふ
る
さ
と
の
島
に
春
を
見
た
）
や

き
ま
し
た
．
こ
れ
は
、
　
　
国
民
年
金
音
頭
を
練
習
す
る
等
楽
し

中
条
公
民
館
の
主
催
’
．
、
　
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
h
⊃

開
か
れ
た
も
の
で
　
才

か
あ
さ
ん
が
た
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
っ
た
り
、

活
発
な
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
な
か
で
も
、

娘
が
年
金
を
や
め
る
と

い
っ
て
い
る
が
年
金
制

度
を
理
解
し
た
の
鴫
＼

娘
さ
ん
を
や
め
な
い
よ

う
説
得
す
る
と
い
う
お

か
あ
さ
ん
等
貴
重
な
意

　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
』
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
音

　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
年

歌
っ
て
踊
っ
て

　
国
民
年
金
音
頭

　
国
民
年
金
制
度
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
国

民
年
金
醇
頭
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
．
歌
は
農
協

の
有
線
放
送
や
公
民
館

主
催
の
講
座
等
で
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
ご
希

．
望
の
か
た
に
歌
詞
、
踊

り
の
振
付
等
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。
市
民
課
国
民

年
金
係
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

熱心にメモをとるお母さん…
　　　10月9日夜新座分館で

船
　
　
　
　
国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
　
特
色
六
力
条

　
◎
年
金
額
は
物
価
の
変
動
に
応
じ

自
動
的
に
ス
ラ
イ
ド
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
◎
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
加
入

期
間
を
合
わ
せ
て
必
要
な
期
間
に
な

れ
ば
各
々
の
年
金
制
度
か
ら
年
金
を

支
給
す
る
通
算
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
カ

ラ
期
間
が
あ
り
ま
す
（
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
妻
の
期
間

は
す
べ
て
年
金
の
受
給
資
格
を
と
る

た
め
の
期
間
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
の
計
算
か
ら
は
除
か
れ
ま
す
）

　
◎
保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

　
◎
住
宅
資
金
が
借
り
ら
れ
ま
す

　
◎
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ

し
じ
」
（
湯
之
谷
温
泉
郷
）
が
低
料
金
で

利
用
で
き
ま
す
．
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謝冒
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国
民
年
金
の

手
続
ぎ
は
…

　
国
民
年
金
の
加
入
や
加
入
し
て
か
ら
の
届
け
出
な
ど
国
民
年
金
に
関
す

る
手
続
き
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
か
た
が
あ
り
ま
す
。
今
月

は
そ
の
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
さ
れ
る
か
た
は
・

　
出
発
前
に
市
民
課
窓
口
へ
お
よ
り

く
だ
さ
い
．
窓
口
’
、
・
は
、
出
稼
ぎ
者

が
国
保
加
入
者
イ
．
、
す
と
⑧
と
い
っ
て

遠
隔
者
で
も
使
用
で
き
る
保
険
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
期
間

証
明
用
紙
二
枚
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
、

一
枚
は
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
厚
生

年
金
に
加
人
し
た
と
き
、
就
職
月
日
、

記
号
番
号
等
記
人
し
、
家
族
あ
て
郵

送
。
家
族
の
か
た
が
窓
ロ
ヘ
届
け
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
．
（
国
年
、
農
年

の
喪
失
手
続
き
）

　
も
う
一
枚
は
、
出
稼
ぎ
者
が
会
社

を
退
職
さ
れ
る
際
、
会
社
か
ら
勤
務

期
間
の
証
明
を
も
ら
い
、
本
人
が
市
民

課
窓
口
へ
持
参
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続

　
手
続
き
す
る
所
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
窓
口
③
で
す
。
持
参
い
た
だ

く
も
の
　
印
鑑
、
他
の
年
金
制
度
を

や
め
て
加
人
す
る
人
は
、
そ
の
組
合

員
証
ま
た
は
厚
生
年
金
被
保
険
者
証

国
民
年
金
に
再
加
入
す
る
人
は
、
国

民
年
金
手
帳
で
す
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
け
出
は
ー

　
■
市
内
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

未
納
保
険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め
て
国

民
年
金
手
帳
を
転
出
先
の
市
町
村
の

年
金
係
へ
提
示
■
市
外
か
ら
転
入
し

た
と
き
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
■
他

の
年
金
に
加
入
し
た
と
き
あ
ら
た
に

取
得
し
た
被
保
険
者
証
（
組
合
員
証
）

と
国
民
年
金
手
帳
、
印
鑑
■
任
意
で

加
入
し
て
い
た
人
が
や
め
た
と
き
国

民
年
金
手
帳

保
険
料
を
納
め
る
と
き

　
納
付
組
合
を
通
じ
納
付
書
を
配
布

し
ま
す
が
、
納
付
組
合
代
表
の
年
金

委
員
さ
ん
が
一
括
し
て
銀
行
や
市
農

協
へ
保
険
料
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
．
保
険
料
は
ニ
カ
月
分
づ
つ
年

六
回
に
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
年
分
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
め

る
有
利
な
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
．

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
を

　
保
険
料
の
一
年
分
前
納
者
を
対
象

に
口
座
振
替
も
可
能
で
す
．
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
の
割
引

（
年
五
分
五
厘
）
が
あ
る
こ
と
、
金

融
機
関
に
出
向
か
な
く
て
も
金
融
機

関
が
代
行
し
て
納
入
し
て
く
れ
る
こ

と
、
年
一
回
の
納
入
で
済
む
こ
と
、

振
替
が
済
め
ば
送
ら
れ
て
く
る
領
収

書
を
保
管
す
る
だ
け
で
い
い
等
便
利

で
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
銀
行
、

市
農
協
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
振
込

日
は
、
五
十
五
年
四
月
二
十
日
で
す
。

圏
讐
れ
葦

免
除
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
1

　
保
険
料
は
キ
チ
ン
と
納
入
し
て
い

な
い
と
事
故
に
あ
っ
た
り
、
一
家
の

働
き
手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ

ず
家
族
も
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
別
の
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
未
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、
印
鑑
を
も
っ
て
国
民
年

金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
と
国
民
年
金
は
喪
失

さ
れ
る
と
誤
解
さ
れ
る
か
た
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
フ
て
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
．
免
除
さ
れ
る
と
資
格
期
間
も

継
続
す
る
し
、
十
年
前
ま
で
な
ら
追

納
と
い
っ
て
当
時
の
保
険
料
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
の
ま
ま
で
も
将
来
年

（
議
市
民
の
声

　
■
思
い
ち
が
い
し
て
い
ま
せ
ん
か

若
い
人
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
も
ら

え
る
か
ら
、
保
険
料
を
払
わ
な
い
と

い
う
か
た
が
ま
だ
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
れ
た
人
は
、
制
度
に
加
入
し

一
定
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

七
十
歳
に
な
っ
て
も
福
祉
年
金
を
受
・

給
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。

　
■
大
き
な
ゆ
と
り
に
付
加
年
金
を

保
険
料
を
多
く
納
め
て
も
将
来
多
い

年
金
を
希
望
す
る
か
た
は
、
付
加
年

金
に
加
入
を
．
付
加
年
金
保
険
料
は

月
額
四
百
円
．
定
額
保
険
料
に
上
積

み
し
て
納
め
ま
す
。
加
算
さ
れ
る
年

金
額
は
二
百
円
×
納
付
月
数

●
●
●
●
●
●
●
Φ
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
Φ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　拠出年金額3．4％アップ

　昭和53年度の消費者物価が前年度にくらべ

3．4％上昇したので、昭和54年度び）年金額も

7月から引き上げられました。

　物価スライドは、通常5％以上上昇の場合

に限一・ていましたが、ことしに限って3．4％で

あっても特例として決められたものです．

　福祉年金は21％の引き上げ

　福祉年金はさらに大幅に引き上げられ・8

月から平均で21％も上がりました。老齢福祉

年金は月額2万円とな1）圭した。20年前は月

額1，000円でしたので、実に20倍になったわけ

です。

　本人所得制限の緩和

　老齢・障害福祉年金び）本人所得制限に一）い

ては現行収人基準200万2下一円（夫婦2入世帯）を

2α3万円に。母子、準母子福祉年金び）本人所得

制限は現行収入基準334万円から347万円に改

定されました。

　公的年金との併給制限を緩和

　恩給等の公的年金との併給制限に／）いては

恩給等の改善にともない現行37万円から41万

円に緩和されます。

　　　テレビで
　　　　年金知識を

施
年
是
　
　
臼
と
　
　
し

杜会保険庁提供

NST新潟総合テレビ　　σ
午前8時半一8時45分

「きょうの健康
あすの年金J

11月24日ほ⇒…婦人び）年金

12月1日（土）…利用しよう皆さんび）

●
設です。（湯之谷村にある国民

金保養センター「こしじ」も

非こ利用ください．）

一 12月15日（土）…はたらきながら老齢

縄 ．金を受けていたかたび）手続き

年金額

12月22仕1…国民年金の特例納付を

‡　1　　主し【っ。

12月29日出…年金は二のようにして

　　裁定され主す、

※新潟県国民年金課もテレビ、ラジ

オを通じ放映（送）するf定てす。

金
は
そ
の
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
な

る
だ
け
で
す
。

　
の
　
　
の
　
　
の

六
十
歳
に
な
っ
た
ら
：

　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
Q
　
　
O

　
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
は
原

則
的
に
は
満
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希

望
に
よ
っ
て
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ

請
求
イ
、
曳
き
ま
す
．
市
－
．
、
は
、
保
険
料

を
掛
け
終
っ
た
時
点
（
満
六
＋
歳
）
で

年
金
請
求
手
続
き
の
案
内
を
さ
し
あ

げ
て
い
ま
す
。
繰
り
上
げ
請
求
し
た

場
合
、
年
金
額
は
四
十
二
育
～
十
一

暫
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
逆
に
年
金

を
繰
り
ド
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

年
金
額
は
十
二
育
～
八
十
八
簿
増
額

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

年
金
を
受
け
る
と
き
：
・

　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
市
民
課
国
民
年
金
係
③
の
窓
口
へ

請
求
し
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑
と
六

十
歳
で
請
求
希
望
者
は
、
そ
の
年
度

の
保
険
料
領
収
書
・
支
払
い
希
望
機

関
が
農
協
や
銀
行
の
場
合
、
本
人
の

預
金
通
帳
が
必
要
で
す
．
な
お
、
■

通
算
老
齢
年
金
該
当
者
は
他
の
年
金

の
証
書
■
既
に
他
の
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
、
そ
の
年
金
証
書
願
夫
が

他
の
年
金
受
給
者
の
場
合
の
妻
は
夫

の
年
金
証
書
と
在
職
期
間
確
認
請
求

書
（
用
紙
は
年
金
係
に
あ
り
ま
す
）
■

請
求
者
の
戸
籍
抄
本
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

年
金
証
書
が
く
る
ま
で
－
・

　
　
　
　
　
　
　
の

　
請
求
手
続
き
を
し
て
か
ら
本
人
に

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
だ
い
た
い
三

ヵ
月
か
か
り
ま
す
（
通
老
は
六
ヵ
月

位
）
な
お
、
年
金
支
払
い
月
は
、
老

齢
が
三
・
六
・
九
・
十
一
月
（
通
老

は
六
・
十
二
月
）
の
各
月
で
す
。

　
　
ゆ
⇔
〈
▽
⇔

　
〇
十
一
月
は
、
国
民
年
金
二
十
周

年
と
普
及
月
間
に
ち
な
み
特
集
し
ま

し
た
○
高
齢
化
社
会
の
老
人
の
生
き

が
い
、
医
療
、
年
金
の
充
実
は
世
代

を
超
え
た
形
で
み
ん
な
が
協
力
し
知

恵
を
出
し
あ
い
一
歩
一
歩
備
え
を
か

た
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

○
あ
な
た
の
知
人
で
年
金
に
加
人
し

て
い
な
い
人
が
あ
れ
ば
加
入
す
る
よ

う
お
す
す
め
く
だ
さ
い
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劃

監｛
に
曳

彩多
区

々年
地

嚢
　
　
鑑

魅

撫轍
譲
　
㌦

雛

臨

史
跡
公
園
・
写
真
・
ス
ラ
イ
ド
展

と
び
入
り
焼
物
教
室
（
川
治
公
民
館
）

計
画
中
の
ト
目
町
史
跡
公
園
を
、
写
真
と
ス
ラ
イ
ド

豆
芸
術
家
た
ち
か
粘
土
を
こ
ね
て
作
る
の
は
な
あ
に
、

で
．
足
先
に
散
歩
し
て
み
ょ
う

の
べ
四
百
人
も
の
人
が
粘
土
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
．

水
沢
公
民
館
設
置
三
十
周
年
記
念
集
会

下
条
の
織
物
展

設
立
当
時
の
功
労
者
に
感
謝
を
し
、
原
点
に
た
ち
か

ド
条
で
も
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
織
物
が
作
ら
れ
て

え
り
新
し
い
曳
発
を
し
よ
う
．

い
だ
ん
で
す
ね
．
認
識
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
よ
．

頃嘉斌蟻葦

蓑
隻
菱
噸
　
　
と
甕
§
義
蓬
江

器

導

騨剛

鑑
熱

　轍竃

　
昭
和
五
十
二
年
ま
で
に
、
本
館
を

は
じ
め
、
中
条
、
川
治
、
下
条
、
吉

㎜田
、
水
沢
の
各
地
区
公
民
館
に
陶
芸

窯
が
入
り
、
老
い
も
若
き
も
焼
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
“
陶
芸
の
お
も
し
ろ
さ
は
何
で
し
ょ

皿うか”
と
尋
ね
て
み
る
と
”
他
に
は

ど
こ
に
も
な
い
自
分
の
作
品
が
永
遠

　
に
残
る
こ
と
と
、
そ
の
作
品
を
つ
く

皿
　
る
楽
し
さ
だ
”
と
口
々
に
言
い
ま
す
。

　
　
本
館
の
老
人
焼
物
教
室
は
中
林
一

．
先
生
、
青
年
学
級
焼
物
コ
ー
ス
は
堀

　
田
正
先
生
、
市
民
講
座
焼
物
教
室
、

　
片
桐
静
子
先
生
、
中
条
が
大
久
保
淳

　
二
先
生
、
川
治
が
阿
部
正
明
先
生
、

　
水
沢
が
上
村
伊
勢
松
先
生
と
、
そ
れ

　
ぞ
れ
の
先
生
が
、
献
身
的
な
指
導
を

お
し
み
ま
せ
ん
。

　
こ
の
土
地
に
陶
芸
の
伝
統
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
急
速
に
活
発
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
一
つ
に
、
五
十
二
年

『
八
月
に
、
九
州
大
牟
田
の
暁
窯
々
元

松
崎
譲
、
芙
美
子
先
生
か
ら
、
一
週

間
、
焼
物
の
技
術
指
導
を
受
け
、
電

動
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
の
作
品
づ
く
り

や
、
紬
薬
の
作
り
方
ま
で
の
実
技
指

導
会
が
、
技
術
向
上
に
役
立
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
楽
焼
（
八
百
度
）
は
、
本
館
の
工

焼物とのであい

公民館
やきもの教室

芸
教
室
な
ど
で
、
四
十
七
年
頃
か
ら

は
じ
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
焼
（
千

二
百
五
十
度
～
千
三
百
度
〉
の
で
き

る
陶
芸
窯
が
整
備
さ
れ
た
五
十
一
年

頃
か
ら
お
年
寄
り
か
ら
青
年
に
い
た

る
ま
で
幅
広
い
層
の
人
達
が
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
中
条

公
民
館
で
は
、
八
十
歳
に
近
い
老
人

か
ら
、
二
十
歳
台
の
青
年
ま
で
、

つ
の
教
室
で
な
．
こ
や
か
に
世
代
を
こ

え
た
仲
問
た
ち
が
、
週
に
一
回
焼
物
，

づ
く
り
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。
八
十

歳
に
近
い
老
人
は
「
品
物
の
良
い
悪

い
で
な
く
、
も
の
が
で
ざ
る
楽
し
み

が
あ
り
、
退
屈
の
と
き
の
暇
つ
ぶ
し

に
家
で
作
っ
て
い
る
と
き
何
も
か
も

忘
れ
て
大
変
よ
い
。
死
ぬ
ま
で
焼
物

を

ず
る
ん
だ
」
と
生
き
く
と
話
し
、

主
婦
の
一
人
は
「
子
ど
も
に
手
が
か

か
ら
な
く
な
っ
て
な
ん
と
な
く
参
加

し
た
の
で
す
が
、
先
生
や
仲
間
か
ら

陶
芸
の
お
も
し
ろ
さ
、
む
づ
か
し
さ
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
夫
や
子
ど
も
た

ち
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
」
み
な
が
ら

協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
』
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
咋
年
、
市
公
民
館
で
工
芸
展
を
開

催
し
、
今
年
度
、
市
展
に
工
芸
部
門

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
作
品

は
、
そ
の
記
念
す
べ
き
工
芸
部
門
の

第
一
回
市
展
賞
に
輝
く
、
越
村
巳
則

さ
ん
（
中
条
や
き
も
の
教
室
）
の
作

品
で
す
。
志
野
と
い
う
粘
土
を
べ
ー
ス

に
地
元
で
採
取
し
た
赤
土
を
表
面
に

ぬ
り
、
臼
土
を
ふ
ち
ど
り
に
使
い
変

化
を
つ
け
た
作
晶
で
す
。
審
査
員
も

造
形
的
な
意
欲
を
示
し
た
作
品
で
、

地
味
で
は
あ
る
が
一
段
と
光
ち
て
い

た
と
評
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
土
地
の
粘
土
だ
け
で
は
、
今

の
と
こ
ろ
作
品
に
す
る
に
は
無
理
の

よ
う
で
す
が
、
各
地
で
糖
土
を
採
取

し
、
た
め
し
焼
を
し
て
作
晶
に
作
れ

み
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
〃
妻
有
焼
〃

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

　
せ
ん
。
地
元
で
採
取
レ
た
粘
土
で
、

　
と
っ
く
り
や
ぐ
い
呑
み
を
作
り
一
杯
や

裸
嚢
慰
声
紬
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国鉄十日町線開通

昭和2年11月15日

　
蒸
気
機
関
車
が
ボ
ッ
ボ
ッ
と
黒
い

煙
を
吐
い
て
走
り
こ
ん
で
く
る
、
花

火
が
ポ
ン
ポ
ン
と
あ
が
る
、
揺
れ
る

日
の
丸
の
小
旗
の
中
か
ら
バ
ン
ザ
イ

の
声
が
湧
き
起
こ
る
1
国
鉄
十
日

町
線
の
開
通
は
、
昭
和
二
年
十
一
月

十
五
日
で
あ
っ
た
。

　
五
力
年
の
難
工
事
を
経
た
川
口
・

十
日
町
間
の
鉄
道
開
通
は
、
十
日
町

は
も
と
よ
り
、
沿
線
の
村
人
た
ち
を

喜
び
の
渦
に
巻
き
こ
ん
だ
。

　
越
後
か
ら
関
東
へ
向
か
う
清
水
・

三
国
峠
は
、
「
米
の
道
」
と
し
て
た
い

へ
ん
重
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
の
国

道
開
発
は
明
治
十
四
年
に
よ
う
や
く

手
が
つ
け
ら
れ
た
。

1、懲レ契・

襲㌘、’

F　　　轟、癌

！幽幽

i旋．

　
　
こ
の
頃
す
で
に
当
地
方
か
ら
「
鉄

　
道
資
本
会
社
に
よ
る
高
崎
新
潟
間
の

　
鉄
道
計
画
」
が
国
へ
申
請
さ
れ
て
い

　
る
。
明
治
十
五
年
の
こ
と
で
、
現
在

　
の
信
越
線
か
ら
飯
山
線
に
は
い
り
、

　
信
濃
川
沿
い
に
長
岡
・
新
潟
へ
向
か

　
う
鉄
道
の
実
現
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　
　
そ
の
後
明
治
二
十
五
年
に
は
、
全

　
国
的
な
構
想
の
も
と
で
鉄
道
駅
敷
設

　
法
が
制
定
さ
れ
、
国
有
鉄
道
化
へ
の

　
基
本
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
折
に
も

　
高
崎
と
新
潟
を
結
ぶ
も
の
と
し
’
＼

　
い
ま
の
信
越
線
と
上
越
線
の
他
に
、

　
長
野
・
飯
山
線
・
．
長
岡
を
一
貫
す
る

　
考
え
方
が
あ
コ
＼
三
線
が
対
等
に

　
検
討
さ
れ
て
い
た
。

　
　
し
か
し
、
施
工
の
難
し
さ
が
多
い

　
た
め
に
い
ず
れ
も
実
現
は
遅
れ
て
、

　
て
清
津
峡
を
下
り
、
田
沢
、
十
日
町

　
か
ら
川
ロ
ヘ
向
か
う
路
線
を
実
現
し

車
よ
う
や
く
大
正
五
年
に
上
越
鉄
道
建

関機
設
請
願
が
帝
国
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

気
蒸
こ
の
あ
と
、
中
魚
沼
郡
と
南
．
北
魚

の
沼
郡
と
の
路
線
争
い
が
激
し
く
な
る

時
当
わ
け
で
あ
り
、
当
地
方
で
は
何
と
し

通開
て
も
三
国
峠
か
ら
中
魚
沼
へ
は
い
っ

た
い
と
、
懸
命
な
請
願
陳
情
が
繰
り

返
さ
れ
た
。

　
結
果
は
南
・
北
魚
沼
が
決
定
線
と

な
っ
て
、
昭
和
六
年
三
月
に
上
越
線

全
通
が
実
現
し
た
．
長
岡
市
周
辺
で

開
か
れ
た
開
通
記
念
博
覧
会
の
盛
大

さ
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
鮮

や
か
な
思
い
出
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
の
中
で
、
鉄
道
誘

置
の
思
い
は
中
魚
沼
郡
民
の
強
い
悲

願
と
な
っ
た
が
、
幸
い
に
上
越
線
工

事
に
関
連
し
て
十
日
町
線
敷
設
が
こ

こ
に
完
成
し
、
さ
ら
に
飯
山
鉄
道
株

式
会
社
に
よ
る
工
事
に
は
、
沿
線
町

村
か
ら
の
資
金
提
供
と
い
う
骨
折
り

も
あ
っ
て
、
昭
和
四
年
七
月
に
豊
野

十
日
町
川
口
間
が
全
通
し
た
。

　
む
か
し
か
ら
、
陣
屋
小
路
・
御
蔵

町
な
ど
と
呼
ば
れ
、
当
時
は
図
．
御

蔵
・
鍛
治
屋
・
若
松
屋
・
宮
沢
．
ド

町
な
ど
数
戸
し
か
な
か
っ
た
と
．
一
ろ

へ
、
早
速
に
駅
前
に
は
合
同
運
送
会

社
が
進
出
し
、
開
通
記
念
と
名
付
け

た
記
念
ホ
ー
ル
の
出
店
な
ど
、
続
々

と
建
築
が
相
次
い
で
現
在
の
駅
通
り

が
出
来
あ
が
っ
た
，
　
（
上
村
政
基
）

十
日
町
橋
の
位
置
決
定
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
町
　
春
　
日
　
虎
次

十
月
十
日
号
の
市
報
で
上
村
政
基

さ
ん
の
「
十
日
町
橋
竣
工
」
の
記
事

を
み
て
、
私
の
小
学
生
時
代
の
記
憶

を
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
。
私
は
吉

田
の
出
身
で
す
。
あ
の
頃
、
十
日
町

橋
の
位
置
に
つ
い
て
、
吉
田
村
々
議

会
と
し
て
は
、
現
在
の
実
業
高
校
の

脇
か
ら
鐙
坂
の
下
に
あ
る
渡
し
場
に

た
。
ま
た
、
千
手
町

と
し
て
は
、
十
日
町
の
稲
荷
町
を
下

っ
て
（
孫
左
工
門
渡
し
）
現
在
の
国

鉄
信
濃
川
発
電
所
の
鉄
橋
の
所
に
か

け
た
い
と
し
て
い
ま
し
た
。
十
日
町

は
、
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
で
双
方
の
中
央
、
つ

ま
り
現
在
の
位
置
に
決
め
た
と
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
私
た
ち
は

子
供
心
に
十
日
町
橋
も
半
分
は
吉
田

村
の
地
に
あ
る
の
に
そ
れ
を
十
日
町

橋
と
名
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
吉
田
村

　
　
　
　
の
　
ン
　
　
死
定
ま

の
地
内
に
出
来
た
燧
道
も
千
手
燧
道

と
名
付
け
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
不
満

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
立
派
な
町
、
十
日
町
と
橋

が
で
き
た
事
で
、
今
後
便
利
に
な
り
、

十
日
町
へ
も
時
々
遊
び
に
行
か
れ
る

と
非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十
五
年
、
今

更
、
月
日
の
歩
み
に
つ
い
て
感
無
量
で
す
．

　
春
日
さ
ん
か
ら
、
十
日
町
橋
竣
工

の
項
の
思
い
出
を
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ち
の
話
題
、
市
報
に

っ
い
て
の
ご
意
見
な
ど
企
画
財
政
課

企
画
広
報
係
（
3
七
－
三
二
一
番
内

線
二
三
九
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

十

月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

　
青
少
年
の
非
行
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
は
戦
後
三
回
目
の
ピ
ー

　
ク
を
超
え
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
状
況
で
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
大
人
が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

　
て
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
青
少
年

　
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
、
青
少
年
健

全
育
成
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
　
こ
の
月
間
で
は
、
心
身
共
に
健
全

　
育
成
を
目
標
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
実

　
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
◆
他
人
の
子
も
我
が
子
と
同
様
に
注

月
み
　
、
に
　
し
も
　
　
　
　
　
。

　交通遺児にランドセル贈呈
　社団法人全国交通安全母の会連合会では、商社

協力を得て昭和五十1〔年度新入学の交通遺児にラ

ドセルを贈ります。

◎対象者　交通事故によ1）保護者の両方か片方が

亡し、また廃疾状態とな・・た昭和55年4月就学予

の児童。（昭和48年4月2日から昭和49年4月1日

でに生まれた人）

◎申込み方法　対象者（交通遺児）の氏名、生年

日、性別死亡または廃疾となった保護者の遺児かド）

た続柄、事故年月日、現在の保護者の氏名、住所

電話番号、遺児からみた続柄、職業を申込み用紙

記入して、市役所内び）教育委員会庶務課まで提出

てください．用紙は教育委員会にあ1）ます。電話で

け’、こうです。（87－3111番内線273）

◎申込み期限　11月17日

　なお、該当者には1月中旬にご連絡いたします

意
、
指
導
し
見
守
る
運
動
の
展
開

◆
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
妨
げ
る

有
害
な
地
域
環
境
を
排
除
す
る
地
城

一
活
動
を
積
極
的
に
実
践
す
る
。

◆
賢
明
で
温
み
の
あ
る
親
子
、
兄
妹

な
ど
の
人
間
関
係
を
深
め
、
愛
情
、

公
共
心
、
奉
仕
精
神
を
培
う
よ
う
家

庭
生
活
を
充
実
す
る
。

◆
過
保
護
、
甘
や
か
し
を
せ
ず
、
子

ど
も
が
家
庭
生
活
の
役
割
分
を
果
す

よ
う
仕
向
け
る
と
共
に
親
子
の
対
話

に
意
を
用
い
る
。

　　国立村上海員学校生徒募集

募集人員　高等科約60名

願書受付　55年1月7目～2月9日
入学試験日　2月17日　（日）

試験場　村上市、小千谷市など

受験資格　15歳以上19歳未満

問い合せ　村上市大字岩船村上海員学校教務課

　　　　　（8025456－7614）
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劃

監｛
に
曳

彩多
区

々年
地

嚢
　
　
鑑

魅

撫轍
譲
　
㌦

雛

臨

史
跡
公
園
・
写
真
・
ス
ラ
イ
ド
展

と
び
入
り
焼
物
教
室
（
川
治
公
民
館
）

計
画
中
の
ト
目
町
史
跡
公
園
を
、
写
真
と
ス
ラ
イ
ド

豆
芸
術
家
た
ち
か
粘
土
を
こ
ね
て
作
る
の
は
な
あ
に
、

で
．
足
先
に
散
歩
し
て
み
ょ
う

の
べ
四
百
人
も
の
人
が
粘
土
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
．

水
沢
公
民
館
設
置
三
十
周
年
記
念
集
会

下
条
の
織
物
展

設
立
当
時
の
功
労
者
に
感
謝
を
し
、
原
点
に
た
ち
か

ド
条
で
も
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
織
物
が
作
ら
れ
て

え
り
新
し
い
曳
発
を
し
よ
う
．

い
だ
ん
で
す
ね
．
認
識
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
よ
．

頃嘉斌蟻葦

蓑
隻
菱
噸
　
　
と
甕
§
義
蓬
江

器

導

騨剛

鑑
熱

　轍竃

　
昭
和
五
十
二
年
ま
で
に
、
本
館
を

は
じ
め
、
中
条
、
川
治
、
下
条
、
吉

㎜田
、
水
沢
の
各
地
区
公
民
館
に
陶
芸

窯
が
入
り
、
老
い
も
若
き
も
焼
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
“
陶
芸
の
お
も
し
ろ
さ
は
何
で
し
ょ

皿うか”
と
尋
ね
て
み
る
と
”
他
に
は

ど
こ
に
も
な
い
自
分
の
作
品
が
永
遠

　
に
残
る
こ
と
と
、
そ
の
作
品
を
つ
く

皿
　
る
楽
し
さ
だ
”
と
口
々
に
言
い
ま
す
。

　
　
本
館
の
老
人
焼
物
教
室
は
中
林
一

．
先
生
、
青
年
学
級
焼
物
コ
ー
ス
は
堀

　
田
正
先
生
、
市
民
講
座
焼
物
教
室
、

　
片
桐
静
子
先
生
、
中
条
が
大
久
保
淳

　
二
先
生
、
川
治
が
阿
部
正
明
先
生
、

　
水
沢
が
上
村
伊
勢
松
先
生
と
、
そ
れ

　
ぞ
れ
の
先
生
が
、
献
身
的
な
指
導
を

お
し
み
ま
せ
ん
。

　
こ
の
土
地
に
陶
芸
の
伝
統
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
急
速
に
活
発
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
一
つ
に
、
五
十
二
年

『
八
月
に
、
九
州
大
牟
田
の
暁
窯
々
元

松
崎
譲
、
芙
美
子
先
生
か
ら
、
一
週

間
、
焼
物
の
技
術
指
導
を
受
け
、
電

動
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
の
作
品
づ
く
り

や
、
紬
薬
の
作
り
方
ま
で
の
実
技
指

導
会
が
、
技
術
向
上
に
役
立
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
楽
焼
（
八
百
度
）
は
、
本
館
の
工

焼物とのであい

公民館
やきもの教室

芸
教
室
な
ど
で
、
四
十
七
年
頃
か
ら

は
じ
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
焼
（
千

二
百
五
十
度
～
千
三
百
度
〉
の
で
き

る
陶
芸
窯
が
整
備
さ
れ
た
五
十
一
年

頃
か
ら
お
年
寄
り
か
ら
青
年
に
い
た

る
ま
で
幅
広
い
層
の
人
達
が
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
中
条

公
民
館
で
は
、
八
十
歳
に
近
い
老
人

か
ら
、
二
十
歳
台
の
青
年
ま
で
、

つ
の
教
室
で
な
．
こ
や
か
に
世
代
を
こ

え
た
仲
問
た
ち
が
、
週
に
一
回
焼
物
，

づ
く
り
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。
八
十

歳
に
近
い
老
人
は
「
品
物
の
良
い
悪

い
で
な
く
、
も
の
が
で
ざ
る
楽
し
み

が
あ
り
、
退
屈
の
と
き
の
暇
つ
ぶ
し

に
家
で
作
っ
て
い
る
と
き
何
も
か
も

忘
れ
て
大
変
よ
い
。
死
ぬ
ま
で
焼
物

を

ず
る
ん
だ
」
と
生
き
く
と
話
し
、

主
婦
の
一
人
は
「
子
ど
も
に
手
が
か

か
ら
な
く
な
っ
て
な
ん
と
な
く
参
加

し
た
の
で
す
が
、
先
生
や
仲
間
か
ら

陶
芸
の
お
も
し
ろ
さ
、
む
づ
か
し
さ
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
夫
や
子
ど
も
た

ち
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
」
み
な
が
ら

協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
』
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
咋
年
、
市
公
民
館
で
工
芸
展
を
開

催
し
、
今
年
度
、
市
展
に
工
芸
部
門

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
作
品

は
、
そ
の
記
念
す
べ
き
工
芸
部
門
の

第
一
回
市
展
賞
に
輝
く
、
越
村
巳
則

さ
ん
（
中
条
や
き
も
の
教
室
）
の
作

品
で
す
。
志
野
と
い
う
粘
土
を
べ
ー
ス

に
地
元
で
採
取
し
た
赤
土
を
表
面
に

ぬ
り
、
臼
土
を
ふ
ち
ど
り
に
使
い
変

化
を
つ
け
た
作
晶
で
す
。
審
査
員
も

造
形
的
な
意
欲
を
示
し
た
作
品
で
、

地
味
で
は
あ
る
が
一
段
と
光
ち
て
い

た
と
評
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
土
地
の
粘
土
だ
け
で
は
、
今

の
と
こ
ろ
作
品
に
す
る
に
は
無
理
の

よ
う
で
す
が
、
各
地
で
糖
土
を
採
取

し
、
た
め
し
焼
を
し
て
作
晶
に
作
れ

み
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
〃
妻
有
焼
〃

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

　
せ
ん
。
地
元
で
採
取
レ
た
粘
土
で
、

　
と
っ
く
り
や
ぐ
い
呑
み
を
作
り
一
杯
や

裸
嚢
慰
声
紬
懸
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国鉄十日町線開通

昭和2年11月15日

　
蒸
気
機
関
車
が
ボ
ッ
ボ
ッ
と
黒
い

煙
を
吐
い
て
走
り
こ
ん
で
く
る
、
花

火
が
ポ
ン
ポ
ン
と
あ
が
る
、
揺
れ
る

日
の
丸
の
小
旗
の
中
か
ら
バ
ン
ザ
イ

の
声
が
湧
き
起
こ
る
1
国
鉄
十
日

町
線
の
開
通
は
、
昭
和
二
年
十
一
月

十
五
日
で
あ
っ
た
。

　
五
力
年
の
難
工
事
を
経
た
川
口
・

十
日
町
間
の
鉄
道
開
通
は
、
十
日
町

は
も
と
よ
り
、
沿
線
の
村
人
た
ち
を

喜
び
の
渦
に
巻
き
こ
ん
だ
。

　
越
後
か
ら
関
東
へ
向
か
う
清
水
・

三
国
峠
は
、
「
米
の
道
」
と
し
て
た
い

へ
ん
重
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
の
国

道
開
発
は
明
治
十
四
年
に
よ
う
や
く

手
が
つ
け
ら
れ
た
。

1、懲レ契・

襲㌘、’

F　　　轟、癌

！幽幽

i旋．

　
　
こ
の
頃
す
で
に
当
地
方
か
ら
「
鉄

　
道
資
本
会
社
に
よ
る
高
崎
新
潟
間
の

　
鉄
道
計
画
」
が
国
へ
申
請
さ
れ
て
い

　
る
。
明
治
十
五
年
の
こ
と
で
、
現
在

　
の
信
越
線
か
ら
飯
山
線
に
は
い
り
、

　
信
濃
川
沿
い
に
長
岡
・
新
潟
へ
向
か

　
う
鉄
道
の
実
現
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　
　
そ
の
後
明
治
二
十
五
年
に
は
、
全

　
国
的
な
構
想
の
も
と
で
鉄
道
駅
敷
設

　
法
が
制
定
さ
れ
、
国
有
鉄
道
化
へ
の

　
基
本
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
折
に
も

　
高
崎
と
新
潟
を
結
ぶ
も
の
と
し
’
＼

　
い
ま
の
信
越
線
と
上
越
線
の
他
に
、

　
長
野
・
飯
山
線
・
．
長
岡
を
一
貫
す
る

　
考
え
方
が
あ
コ
＼
三
線
が
対
等
に

　
検
討
さ
れ
て
い
た
。

　
　
し
か
し
、
施
工
の
難
し
さ
が
多
い

　
た
め
に
い
ず
れ
も
実
現
は
遅
れ
て
、

　
て
清
津
峡
を
下
り
、
田
沢
、
十
日
町

　
か
ら
川
ロ
ヘ
向
か
う
路
線
を
実
現
し

車
よ
う
や
く
大
正
五
年
に
上
越
鉄
道
建

関機
設
請
願
が
帝
国
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

気
蒸
こ
の
あ
と
、
中
魚
沼
郡
と
南
．
北
魚

の
沼
郡
と
の
路
線
争
い
が
激
し
く
な
る

時
当
わ
け
で
あ
り
、
当
地
方
で
は
何
と
し

通開
て
も
三
国
峠
か
ら
中
魚
沼
へ
は
い
っ

た
い
と
、
懸
命
な
請
願
陳
情
が
繰
り

返
さ
れ
た
。

　
結
果
は
南
・
北
魚
沼
が
決
定
線
と

な
っ
て
、
昭
和
六
年
三
月
に
上
越
線

全
通
が
実
現
し
た
．
長
岡
市
周
辺
で

開
か
れ
た
開
通
記
念
博
覧
会
の
盛
大

さ
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
鮮

や
か
な
思
い
出
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
の
中
で
、
鉄
道
誘

置
の
思
い
は
中
魚
沼
郡
民
の
強
い
悲

願
と
な
っ
た
が
、
幸
い
に
上
越
線
工

事
に
関
連
し
て
十
日
町
線
敷
設
が
こ

こ
に
完
成
し
、
さ
ら
に
飯
山
鉄
道
株

式
会
社
に
よ
る
工
事
に
は
、
沿
線
町

村
か
ら
の
資
金
提
供
と
い
う
骨
折
り

も
あ
っ
て
、
昭
和
四
年
七
月
に
豊
野

十
日
町
川
口
間
が
全
通
し
た
。

　
む
か
し
か
ら
、
陣
屋
小
路
・
御
蔵

町
な
ど
と
呼
ば
れ
、
当
時
は
図
．
御

蔵
・
鍛
治
屋
・
若
松
屋
・
宮
沢
．
ド

町
な
ど
数
戸
し
か
な
か
っ
た
と
．
一
ろ

へ
、
早
速
に
駅
前
に
は
合
同
運
送
会

社
が
進
出
し
、
開
通
記
念
と
名
付
け

た
記
念
ホ
ー
ル
の
出
店
な
ど
、
続
々

と
建
築
が
相
次
い
で
現
在
の
駅
通
り

が
出
来
あ
が
っ
た
，
　
（
上
村
政
基
）

十
日
町
橋
の
位
置
決
定
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
町
　
春
　
日
　
虎
次

十
月
十
日
号
の
市
報
で
上
村
政
基

さ
ん
の
「
十
日
町
橋
竣
工
」
の
記
事

を
み
て
、
私
の
小
学
生
時
代
の
記
憶

を
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
。
私
は
吉

田
の
出
身
で
す
。
あ
の
頃
、
十
日
町

橋
の
位
置
に
つ
い
て
、
吉
田
村
々
議

会
と
し
て
は
、
現
在
の
実
業
高
校
の

脇
か
ら
鐙
坂
の
下
に
あ
る
渡
し
場
に

た
。
ま
た
、
千
手
町

と
し
て
は
、
十
日
町
の
稲
荷
町
を
下

っ
て
（
孫
左
工
門
渡
し
）
現
在
の
国

鉄
信
濃
川
発
電
所
の
鉄
橋
の
所
に
か

け
た
い
と
し
て
い
ま
し
た
。
十
日
町

は
、
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
で
双
方
の
中
央
、
つ

ま
り
現
在
の
位
置
に
決
め
た
と
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
私
た
ち
は

子
供
心
に
十
日
町
橋
も
半
分
は
吉
田

村
の
地
に
あ
る
の
に
そ
れ
を
十
日
町

橋
と
名
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
吉
田
村

　
　
　
　
の
　
ン
　
　
死
定
ま

の
地
内
に
出
来
た
燧
道
も
千
手
燧
道

と
名
付
け
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
不
満

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
立
派
な
町
、
十
日
町
と
橋

が
で
き
た
事
で
、
今
後
便
利
に
な
り
、

十
日
町
へ
も
時
々
遊
び
に
行
か
れ
る

と
非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十
五
年
、
今

更
、
月
日
の
歩
み
に
つ
い
て
感
無
量
で
す
．

　
春
日
さ
ん
か
ら
、
十
日
町
橋
竣
工

の
項
の
思
い
出
を
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ち
の
話
題
、
市
報
に

っ
い
て
の
ご
意
見
な
ど
企
画
財
政
課

企
画
広
報
係
（
3
七
－
三
二
一
番
内

線
二
三
九
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

十

月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

　
青
少
年
の
非
行
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
は
戦
後
三
回
目
の
ピ
ー

　
ク
を
超
え
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
状
況
で
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
大
人
が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

　
て
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
青
少
年

　
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
、
青
少
年
健

全
育
成
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
　
こ
の
月
間
で
は
、
心
身
共
に
健
全

　
育
成
を
目
標
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
実

　
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
◆
他
人
の
子
も
我
が
子
と
同
様
に
注

月
み
　
、
に
　
し
も
　
　
　
　
　
。

　交通遺児にランドセル贈呈
　社団法人全国交通安全母の会連合会では、商社

協力を得て昭和五十1〔年度新入学の交通遺児にラ

ドセルを贈ります。

◎対象者　交通事故によ1）保護者の両方か片方が

亡し、また廃疾状態とな・・た昭和55年4月就学予

の児童。（昭和48年4月2日から昭和49年4月1日

でに生まれた人）

◎申込み方法　対象者（交通遺児）の氏名、生年

日、性別死亡または廃疾となった保護者の遺児かド）

た続柄、事故年月日、現在の保護者の氏名、住所

電話番号、遺児からみた続柄、職業を申込み用紙

記入して、市役所内び）教育委員会庶務課まで提出

てください．用紙は教育委員会にあ1）ます。電話で

け’、こうです。（87－3111番内線273）

◎申込み期限　11月17日

　なお、該当者には1月中旬にご連絡いたします

意
、
指
導
し
見
守
る
運
動
の
展
開

◆
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
妨
げ
る

有
害
な
地
域
環
境
を
排
除
す
る
地
城

一
活
動
を
積
極
的
に
実
践
す
る
。

◆
賢
明
で
温
み
の
あ
る
親
子
、
兄
妹

な
ど
の
人
間
関
係
を
深
め
、
愛
情
、

公
共
心
、
奉
仕
精
神
を
培
う
よ
う
家

庭
生
活
を
充
実
す
る
。

◆
過
保
護
、
甘
や
か
し
を
せ
ず
、
子

ど
も
が
家
庭
生
活
の
役
割
分
を
果
す

よ
う
仕
向
け
る
と
共
に
親
子
の
対
話

に
意
を
用
い
る
。

　　国立村上海員学校生徒募集

募集人員　高等科約60名

願書受付　55年1月7目～2月9日
入学試験日　2月17日　（日）

試験場　村上市、小千谷市など

受験資格　15歳以上19歳未満

問い合せ　村上市大字岩船村上海員学校教務課

　　　　　（8025456－7614）
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昭
和
五
十
五
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
五
日
困
～
十
二

月
二
十
日
㈱
ま
で

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
原

則
と
し
て
乳
児
は
除
き
ま
す
）

　
　
水
沢
保
育
所
を
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡
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レ
「

提
出
書
類
　
保
育
所
人
所
申
請
書

（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
び

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
事
業
主
の
証
明
書
（
所
定
の

用
紙
）
が
必
要
．
ま
た
祖
父
母
、
父

母
等
が
病
気
の
場
合
は
医
師
の
診
断

書
（
六
十
互
歳
以
上
は
除
く
V
が
必

要
。
人
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

や
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
等
決
定
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の

対
象
か
ら
除
外
と
な
り
ま
す

募
集
予
定
人
員

　
レ
日
町
保
育
所
　
　
』
、
十
一
．
一
人

　
川
治
保
育
所
　
　
　
．
』
十
人

　
ド
条
保
育
所
　
　
　
．
．
一
卜
人

　
十
日
町
西
保
育
所
　
．
、
一
十
六
人

　
高
山
保
育
所
　
　
　
二
十
九
人

　
鐙
島
保
育
所
　
　
　
二
十
一
人

　
北
原
保
育
所
　
　
　
十
八
人

㊥
水
沢
保
育
所
　
　
　
百
三
十
人

　
十
日
町
幼
児
園
　
　
、
、
一
十
五
人

　
北
越
保
育
園
　
　
　
二
十
九
人

時飛⑧～ぎ 　
　
～
　
を
に
り
年
金
の
請
求
は
〃
”

後
と

65
歳
で
満
額
、

60
歳
は
42
％
カ
ッ
ト

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が

満
六
十
歳
に
な
る
と
、
市

役
所
で
保
険
料
の
掛
け
終

ー
わ
り
と
年
金
請
求
の
ご
案

内
を
差
し
上
げ
て
い
る
。

、
こ
承
知
の
よ
う
に
、
国
民

年
金
は
、
満
六
十
五
歳
で

満
額
支
給
さ
れ
る
。
し
か

し
、
い
く
ら
平
均
寿
命
が

延
ひ
た
か
ら
と
い
，
て
、
健
康
に
自

信
の
な
い
人
は
も
っ
と
早
く
年
金
を

貰
い
た
い
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

国
民
年
金
は
、
六
十
五
歳
を
待
た
ず

に
満
六
十
歳
か
ら
年
金
が
貰
え
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年

金
額
は
請
求
時
の
年
齢
で
別
表
の
よ

う
に
減
額
さ
れ
る
ー
。

　
市
内
城
之
古
に
住
む
C
さ
ん
は
、

満
六
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
し
の
十
月

に
、
何
気
な
く
市
民
課
の
国
民
年
金

係
で
手
続
き
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

C
さ
ん
は
、
制
度
発
足
時
か
ら
十
κ

年
間
加
入
し
保
険
料
を
納
め
て
き
ま

し
た
、
C
さ
ん
は
六
十
五
歳
で
請
求

す
れ
ば
現
在
の
額
で
．
、
．
↑
四
万
二
千

四
百
円
に
な
る
「
と
二
ろ
が
、
六
十

歳
で
請
求
し
た
か
ら
五
↑
ぺ
欝
の
レ

九
万
八
千
六
百
円
に
し
か
な
ら
な
い

C
さ
ん
は
、
あ
の
と
き
も
「
と
k
く

考
え
れ
ぱ
良
か
口
た
と
な
け
い
て
い

る
。
年
金
は
｝
度
請
求
手
続
き
を
と

る
と
後
に
は
戻
れ
な
い
　
年
金
の
窓

口
で
も
そ
の
旨
説
明
し
て
い
ま
す
が

お
間
違
い
な
さ
ら
な
い
よ
う
、
請
求

の
手
続
き
は
良
く
考
え
て
か
ら
に
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
．
ま
た
、
年
金

の
請
求
は
自
分
の
健
康
と
相
談
し
て

き
め
る
の
が
お
得
の
」
う
で
す
。
年

金
を
受
け
る
権
利
は
六
卜
歳
か
ら
満

額
支
給
は
六
十
五
歳
か
ら
，
、
度
請

求
す
る
と
生
涯
年
金
額
は
変
ら
な
い

六
十
歳
で
貰
う
か
六
十
一
歳
か
六
十

『
．
『
歳
か
満
額
の
六
卜
五
歳
か
は
、
ど

ち
ら
が
得
か
な
～
と
考
え
て
み
ま
し

よ
，
つ
．
、

減額される年金

請求年齢 ｛，らえる分 減額され駈

61歳未満 58％ 42？。

62歳　〃 65％ 35％
63歳　〃 72％ 280〔）

64歳　〃 80％ 20％
65歳　〃 89？6 110。
65歳 100％ 一

ギ　　　　

1税の相談、縫お気軽に

鮮燃懸欝懸i轡雛、、1
1議穫霧籍幾：凄あ趨讐衛相譲書叢

1麟曝禰購麟撫購騨
1●担当　税務相談室長岡分室

　
四
日
町
保
育
園
　
　
一
．
．
十
九
人

　
山
本
愛
泉
保
育
園
　
』
一
卜
五
人

　
森
の
保
育
園
　
　
　
、
、
、
十
一
人

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
3
七
±
一
、
一
一
一

番
内
線
一
二
六
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
二
千
円

▼
匿
名
五
件
二
万
四
千
六
百
…
、
．
十
七

円
　
▼
斉
木
重
郎
（
南
鐙
坂
）
一
．
一
千

円
　
▼
島
田
正
成
（
駅
通
り
）
．
一
f

万
円
（
特
別
社
費
）
　
▼
阿
部
清
七

（
田
中
西
）
．
、
．
万
円
（
母
米
寿
祝
）

▼
岩
田
キ
ケ
イ
（
中
条
）
四
千
円
（
一

円
玉
）
　
▼
千
歳
会
（
山
本
）
四
千

五
百
互
十
円
（
】
円
玉
）
　
▼
柳
重

治
（
袋
町
中
二
一
．
十
万
円
（
香
典
返

し
）
　
▼
村
山
務
（
水
口
）
一
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
本
町
五
・
六
丁

目
青
年
部
三
万
円
　
▼
碓
井
重
三

（
小
千
谷
市
）
サ
ロ
ン
パ
ス
ニ
十
袋

入
五
十
箱
（
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
）

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
】
月
十
五
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
て
　
川
治
上
町
の
一
部
、
大

黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮
、
土

市
、
中
村
、
六
箇
山
谷
、
麻
畑
、
田

麦
、
ニ
ツ
屋
、
池
沢
、
当
間
、
鍬
柄

沢
、
船
坂
、
塩
之
又
、
野
中
、
天
池
、

新潟県最低賃金

1日2，542円
（ただし時間給の

　　労働者は1時間319円）

イ嫌都

〆、”’、＼＼
Flへ￥・￥＼w・、

（晒濁，．

◎蒸の・
メツ．∫

へ

機
が

　
懲
え
ー
っ

、
庵
㌧

　
　
ζ

へ
鳶
バ蕊
択
－

％
禽

　
　
　
》

　
ヘ
　
　
　
　
レ

あ

‘

今
月
の
納
税
・
　
・
固
定
資
産
税
第
四
期
・
　
・
納
期
限
十
一
月
三
十
日

（
耀
誕
炉
拙
羅
鋤
誌
ポ
）

細
尾
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼
十
一
月

十
五
日
　
午
後
］
時
半
～
四
時
ま
で

馬
場
、
水
沢
、
珠
川
　
▼
十
一
月
一
、

十
七
日
図
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
　
関
根
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、

池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、
控
木
、

長
里
▼
十
一
月
二
十
九
日
困
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
嘉
勝
、

轟
木
、
池
谷
、
入
山
、
焼
野
、
慶
地
、

魚
之
田
川
、
新
水
、
蕨
平
、
上
田
原
、

高
場
、
美
女
木
、
三
ツ
山
、
軽
沢
、
宇

田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、
山
新
田
、
小

貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
箭

　
あ
と
カ
き
＊
箭

○
各
会
場
の
文
化
祭
は
盛
況
で
し
た
。

中
条
で
は
、
今
計
画
さ
れ
て
い
る
十

日
町
史
跡
公
園
を
紹
介
す
る
写
真
、

ス
ラ
イ
ド
展
が
、
ド
条
イ
．
、
は
空
か
ら

み
た
地
区
内
各
部
落
の
写
真
展
が
、

水
沢
で
は
公
民
館
の
設
置
三
十
周
年

を
祝
う
集
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
各

地
で
地
域
に
根
ざ
し
た
土
着
の
文
化

を
創
造
す
る
試
み
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

■市勢／人ロ…50’161人（男24’637人・女25’524人）／世帯数…I　l，947／面積…211，44k㎡（10月1日現在）
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